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燃料消費量とCO2排出量
タイカン4クロスツーリスモ：電力消費量（複合）28.1kWh/100km、CO2排出量（複合）0g/km
タイカン4Sクロスツーリスモ：電力消費量（複合）28.1kWh/100km、CO2排出量（複合）0g/km
タイカンターボクロスツーリスモ：電力消費量（複合）28.7kWh/100km、
CO2排出量（複合）0g/km 
タイカンターボSクロスツーリスモ：電力消費量（複合）29.4kWh/100km、
CO2排出量（複合）0g/km
全ての情報はEUモデルについてのものです。
燃料消費量とCO2排出量の値は、新しい「乗用車などの国際調和排出ガス・燃費試験法」（WLTP）に従って算出されています。当面は、NEDC値を引き続き明記する必要があります。乗用車の新しい公式燃料消費量と公式CO2排出量に関する詳細は、全ての販売店およびDeutsche Automobil Treuhand（DAT）から無料で入手することができる「新しい乗用車の燃料消費量、CO2排出量、および電力消費量に関するガイドライン」をご覧ください。
[bookmark: _Toc67413114]ハイライト
[bookmark: _Toc67413115]ニューポルシェタイカンクロスツーリスモ
エレクトリックスポーツカーのオールラウンダー
ニュータイカンクロスツーリスモは、優れた性能や長い航続距離など、タイカンの全ての長所を備えています。さらに、後部座席の乗員のための広いヘッドルームと、大きなテールゲートから積み込可能な1,200リッターを超えるラゲッジコンパートメント容量を備えます。標準装備の4輪駆動とエアサスペンションを備えたシャシーは、高さ調節が可能です。タイカンクロスツーリスモは2021年の夏に発売されます。このバージョンのタイカンの上位5つの市場は、米国、英国、ノルウェー、オランダ、ドイツであることが予想されます。
· ポルシェのDNAを受け継ぐ純粋なエクステリアデザイン
タイカンクロスツーリスモの外観は、2018年のジュネーブモーターショーで発表されたコンセプトスタディ「ミッションEクロスツーリスモ」に厳密に基づいています。特にそのシルエットは、ポルシェのデザイナーが「フライライン」と呼ぶ、後方に向かって傾斜するスポーティーなルーフラインが特徴です。オフロードデザインエレメントには、ホイールアーチトリム、ユニークなフロントとリアのロアエプロン、およびサイドシルが含まれます。クロスツーリスモは、オフロードデザインパッケージとの組み合わせで、フロントバンパーとリアバンパーのコーナーとシルエンドに専用フラップも備えます。これは、エクステリアを際立たせるだけでなく、飛び石からも保護します。ニュータイカンクロスツーリスモは、タイカンスポーツサルーと同様に、ライトバーに組み込まれたガラス効果の“Porsche”ロゴなど革新的なエレメントも備えます。
· ワイドなディスプレイ画面を備えたユニークなインテリアデザイン
インテリアには、タイカンのスポーツサルーンでも高く評価されたデザインフォルムが見られます。ダッシュボードの上部と下部は、翼をイメージさせるように左右に広がっており、曲面のフリースタンディングメータパネルがダッシュボードの頂点にあります。中央にある10.9インチインフォテインメントディスプレイとオプションのフロントパッセンジャーディスプレイの組み合わせが、ブラックのパネルルックによる一体化されたガラス画面を形成します。オフロードデザインパッケージとの組み合わせでダッシュボード上部にコンパスが装備されます。
· 革新的なシャシーシステム
統合されたポルシェ4Dシャシーコントロールは、全てのシャシーシステムをリアルタイムで分析および同期します。ポルシェは、タイカンクロスツーリスモのシャシーに中央ネットワーク化されたコントロールシステムを採用しています。全てのタイカンクロスツーリスモモデルは、PASM（ポルシェアクティブサスペンションマネジメント）電子制御ダンパーコントロールシステムを含む3チャンバーテクノロジーを採用したアダプティブエアサスペンションを標準装備します。アダプティブエアサスペンションには、スマートリフト機能も装備されています。これは、道路のバンプやガレージのドライブウェイなど、いつも通る特定の場所で車高を自動的に持ち上げるようにプログラムします。シャシースイッチを押すだけで場所を保存することができます。
· 「グラベルモード」ドライビングプログラム
タイカンクロスツーリスモには、砂利道や泥道などの柔らかいオフロード地形を走行するための「グラベルモード」ドライビングプログラムが標準装備に追加されています。このモードでは、サルーンと比較して車高が30mm高くなります。さらに「グラベルモード」は、ポルシェアクティブサスペンションマネジメント（PASM）、ポルシェトラクションマネジメント（PTM）、ポルシェトルクベクトリングプラス（PTV+）、ポルシェスタビリティーマネジメント（PSM）シャシーシステム、およびリアアクスルトランスミッションに影響を与えます。リアアクスルトランスミッションのシフト操作は、最大のトラクションを得るために最適化されています。この車のスロットル特性も、出力供給と制御精度についてオフロード走行専用に設計されています。
· 800Vの大型バッテリーを標準装備
タイカンクロスツーリスモは、電気自動車で通常使用される400Vの代わりに800V（電圧範囲610～835V）のシステム電圧で作動します。標準装備される2層構造のパフォーマンスバッテリープラスには、12個のセルから成る33個のセルモジュール（合計396個のセル）が含まれており、総容量は93.4kWhです。
· ファンクションオンデマンド（FoD）による車両購入後の柔軟なアップグレード
タイカンのドライバーは、FoDを使用して、必要に応じてさまざまな便利な機能やアシスト機能を購入することができます。納車後の各アップグレードの指定や、スポーツカーの元のコンフィギュレーションに関係なく利用可能なことが、このアプローチの特徴です。オンラインアクティベーションによって、ワークショップを訪れる必要はありません。現在、ポルシェインテリジェントレンジマネージャー（PIRM）、パワーステアリングプラス、アクティブレーンキーピング、およびポルシェイノドライブでFoDを利用することができます。
· 優れたエアロダイナミクスのためのシャシーの自動下降
最適化された気流特性によって0.26のCd値を備えた空力設計は、エネルギー消費量の低減と長い航続距離に大きく貢献します。ポルシェアクティブエアロダイナミクス（PAA）に関連する対策には、フロントの調整可能なエアインテークが含まれます。エアサスペンションは、高速走行時にタイカンクロスツーリスモを2段階下げることによって、フロント表面積とCd値を低減します。リアのルーフスポイラーは固定されています。
· 革新的な電気モーターと2速トランスミッション
全てのタイカンクロスツーリスモモデルは、フロントアクスル上に1基、リアアクスル上に1基の合計2基の電気モーターを搭載しており、4輪駆動されます。永久励磁同期モーターの高効率によって車両の航続距離と連続出力の両方にメリットをもたらします。電気モーター、トランスミッション、パルス制御インバーターは、それぞれコンパクトなドライブモジュールに統合されています。さらに増加した回生出力は、競合他社を大幅に上回る最大290kWを生み出します。
· 自宅や路上でのインテリジェントな充電管理
タイカンクロスツーリスモのドライバーは、自宅で最大11kWの交流電流（AC）を使って自分の車を快適に充電することができます。22kWの容量のオンボードチャージャーがオプションとして用意されています。タイカンクロスツーリスモのドライバーは、路上では、バッテリーの高度な温度管理プログラムのメリットを受けます。高電力充電ステーションではセルの加熱を精確に制御することで、バッテリーをより大きな電流（直流、DC）で充電できるようになり、プロセスが大幅にスピードアップします。約5分で100kmの走行に必要なエネルギーが充電されます（WLTP基準）。プラグ&チャージ機能により、カードやアプリを必要としない便利な充電と支払いが可能になります。プラグ&チャージ対応の充電ステーションでは、充電ケーブルを差し込むと、タイカンクロスツーリスモはステーションと暗号化された通信を確立して充電プロセスを自動的に開始します。
· スポーティーなアクセサリー：新しい電動バイクと高速ルーフボックス
ポルシェは、Eバイク スポーツとEバイク クロスの2台の電動バイクを同時に発売します。この2台は、時代を超えたデザインと、パワフルで持続可能なドライブテクノロジーによって、タイカンクロスツーリスモと完璧に調和します。両モデルは、ポルシェタイカンのスポーティーな特徴にインスパイアされています。バイクの有機的形状のカーボンフレームは、車のルーフラインを連想させます。さらにポルシェは、タイカンクロスツーリスモ用に最大3台のバイクを収容するリアキャリアを開発しました。これは、パッケージングと使いやすさの新しい基準を設定します。さまざまなタイプのバイクに広く使用され、キャリアの装着時もテールゲートを開くことが可能です。ポルシェテクイップメントは、高速での使用が試験・認可された新しいパフォーマンスモデルを含む、タイカンとタイカンクロスツーリスモシリーズ用ルーフボックスも提供しています。DTSルーフトランスポートシステムは、タイカンクロスツーリスモのルーフレール用クロスバーで構成されています。
· 最高の強度を得るための高度な素材の組み合わせ
サルーンと同様に、タイカンクロスツーリスモのバッテリーは中央の低い位置に取り付けられているため、重心が非常に低くなっています。アンダーフロアのアルミニウム製ハウジングは、タイカンクロスツーリスモの安全構造の一部です。完全に亜鉛メッキされたボディは、主にアルミニウムとスチールの組み合わせから成ります。プロファイルドアルミニウム製のトーションリングがテールゲートに組み込まれており、前後方向の曲げ強度が向上しています。
· 広範なパッシブセーフティシステム
シート構成に応じて、フォースリミッター付3点式シートベルトが4つまたは5つ標準装備されます。ポルシェサイドインパクトプロテクションシステムは、ドアの側面衝突保護エレメントと、フロントシートのサイドサポートに組み込んだ胸部エアバッグで構成されています。サイドプロテクションシステムは、ルーフフレーム全体とAピラーからCピラーまでのサイドウインドウを覆うカーテンエアバッグで構成されています。フロントには、運転席側と助手席側のフルサイズエアバッグとニーエアバッグが備わります。
· 革新的なエアコンコンセプト
タイカンクロスツーリスモでは、電動制御されるルーバーのないエア吹き出し口が、初めてエアコンシステムの完全自動制御に統合されました。オプションのヒートポンプは、パワートレインからの廃熱を利用して車内を効率的に暖房します。これによって、とりわけ外気温が低いときの航続距離が延びます。
· 広範な標準装備
タイカンクロスツーリスモに標準装備される収納パッケージは、フロントとリアのセンターコンソールの収納ボックスと、ラゲッジコンパートメントの2ヵ所のタイダウンストラップで構成されます。2021年モデルのタイカンでアップグレードされた標準装備がクロスツーリスモにも反映されています。標準装備されるデジタルラジオは、DAB、DAB+、DMBオーディオフォーマットのデジタル放送ラジオ局が非常に優れた音質を提供します。さらに、コネクティビティー関連の標準装備も強化されています。Apple®ポッドキャストは個別のメディアソースとして選択できるようになりました。タイカン4クロスツーリスモとタイカン4Sクロスツーリスモの広範な標準装備には、LEDヘッドライト、アドバンストクライメートコントロール（2ゾーン）、マルチファンクションスポーツステアリングホイール、パーシャルレザーインテリア、8way電動調節機能付コンフォートシートが含まれます。タイカンターボクロスツーリスモには、14way電動調節機能付コンフォートシートが標準装備されます。タイカンターボSクロスツーリスモは、18way電動調節機能付アダプティブスポーツシート、レザーフリーツートンインテリア、リアアクスルステアリング、スポーツクロノパッケージ、ポルシェエレクトリックスポーツサウンドを標準装備しています。
· カーボンニュートラルで持続可能な生産
シュトゥットガルトのツッフェンハウゼン地区にタイカンとタイカンクロスツーリスモのために新しく建設された工場は、環境にマイナスの影響を与えない生産施設のビジョンを追求しています。この持続可能性への取り組みは、エレクトリックスポーツカーのインテリアに使用されている素材（一部がリサイクル素材）と、グリーン電力を利用した充電インフラの確立によって明確に示されています。ポルシェチャージングサービスの全ての充電作業がカーボンニュートラルです。ポルシェのドライバーは、グリーン電力充電ステーションフィルターを使用して、利用可能な充電ステーションをフィルタリングすることができます。
· フル電動時代へのスタートを成功させたポルシェ
ポルシェは2020年に、世界中のお客様に20,000台以上のタイカンスポーツサルーンを販売しました。現在ノルウェーでは、ポルシェモデルの全販売台数の70%をタイカンが占めています。さらにタイカンは、ドイツ、米国、英国、中国の主要市場をはじめ、約20ヵ国で50を超える国際的な賞を受賞しました。
※仕様は国により異なる場合があります。
[bookmark: _Toc67413116]タイカンのニューバージョンで電動化を推進するポルシェ
[bookmark: _Toc67413117]エレクトリックスポーツカーのオールラウンダー
ポルシェは、多用途のバージョンであるタイカンクロスツーリスモを追加することで、ポルシェ初のフル電動スポーツカーシリーズの製品ポートフォリオを拡大し、持続可能なモビリティの体系的な追求を継続します。タイカンクロスツーリスモは、スポーツサルーンのタイカンと同様に、800Vアーキテクチャーによる革新的なエレクトリックドライブを採用しています。さらに、4WDとアダプティブエアサスペンションを備えた新しいハイテクシャシーが、オフロードでも妥協のないダイナミクスを保証します。クロスツーリスモは、後席乗員のための47mm高いヘッドルームと、大型テールゲートから積み込み可能な1,212リッターの積載量によって、真のオールラウンダーとなっています。
「ポルシェは、2019年にデビューした最初のフル電動スポーツカーとともに重要なメッセージを発信しました。私達は持続可能なモビリティのパイオニアを自認しており、2025年までに提供する全ての新車の半数が電気自動車、またはプラグインハイブリッド車のエレクトリックドライブを搭載します。2020年には、ヨーロッパで販売した全ての車両の3分の1にエレクトリックパワートレインが搭載されていました。未来はE-モビリティに属します。私達は、タイカンクロスツーリスモによって、この方向へとさらに大きな一歩を踏み出します」と、ポルシェAG取締役会会長のオリバー・ブルーメは、さらに多用途になったニューバージョンのワールドプレミアにおいて述べました。
スタートからフルラインナップを揃えるクロスツーリスモ
タイカンクロスツーリスモには、発売直後から4つのバージョンが用意されています。全てのバージョンに総容量93.4kWhのパフォーマンスバッテリープラスが標準装備されます。バージョンは以下の4つです。
· タイカン4クロスツーリスモ：	280kW（380PS）、ローンチコントロールによるオーバーブーストパワー350kW（476PS）、0-100km/h加速タイム5.1秒、最高速度220km/h、電力消費量（複合、WLTP）26.4–22.4kWh/100km、航続距離（WLTP）389–456km
· タイカン4Sクロスツーリスモ：ローンチコントロールによるオーバーブーストパワー420kW（571PS）、0-100km/h加速タイム4.1秒、最高速度240km/h、電力消費量（複合、WLTP）26.4–22.6kWh/100km、航続距離（WLTP）388–452km
· タイカンターボクロスツーリスモ：460kW（625PS）、ローンチコントロールによるオーバーブーストパワー500kW（680PS）、0-100km/h加速タイム3.3秒、最高速度250km/h、電力消費量（複合、WLTP）25.9–22.6kWh/100km、航続距離（WLTP）395–452km
· タイカンターボSクロスツーリスモ：460kW（625PS）、ローンチコントロールによるオーバーブーストパワー560kW（761PS）、0-100km/h加速タイム2.9秒、最高速度250km/h、電力消費量（複合、WLTP）26.4–24.4kWh/100km、航続距離（WLTP）388–419km
4つのバージョンの全てに4WDとアダプティブエアサスペンションを備えたハイテクシャシーが標準装備され、オプションのオフロードパッケージは最低地上高を最大30mm増やします。つまり、クロスツーリスモは難易度の高いオフロード地形の走行も可能で、標準装備の「グラベルモード」がラフロード走行への適合性を向上させます。
タイカンクロスツーリスモの外観（全長/全幅/全高：4,974/1,964/1,409mm[footnoteRef:1]）は、ジュネーブモーターショー2018で発表されたコンセプトスタディのミッションEクロスツーリスモに厳密に従っています。そのシルエットは、ポルシェのデザイナーが「フライライン」と呼ぶ、後方に向かって傾斜するスポーティーなルーフラインが特徴です。オフロードデザインエレメントには、ホイールアーチトリム、ユニークなフロントとリアのロアエプロン、およびサイドシルが含まれます。クロスツーリスモは、オフロードデザインパッケージの一部として、フロントバンパーとリアバンパーのコーナーとシルエンドに専用フラップも備えます。これは、エクステリアを際立たせるだけでなく、飛び石からも保護します。 [1:  ターボ全高：1,412mm] 

スポーティーなアクセサリー：新しいリアキャリアと電動バイク
ポルシェは、特にタイカンクロスツーリスモのために最大3台のバイクを収容するリアキャリアを開発し、パッケージングと使いやすさのベンチマークを設定します。さまざまなタイプのバイクに広く使用することができます。その革新的な機能には、リアキャリアの装着時にも可能なテールゲートの開閉が含まれます。ポルシェはまた、Eバイク スポーツとEバイク クロスの2台の高品質電動バイクを同時に発表します。この2台は、時代を超えたデザインと、パワフルで持続可能なドライブテクノロジーによって、タイカンクロスツーリスモと完璧に調和します。
[bookmark: _Toc67413118]タイカンモデルライン担当副社長、ステファン・ウェックバッハとの対談
[bookmark: _Toc67413119]「多用途のフルエレクトリックモデル」
ステファン・ウェックバッハ（44）は、2000年までスイスのザンクトガレン大学で経営学を学びました。その後、同校での研究に従事し博士号を取得します。コンサルタント会社で経営コンサルタントおよびプロジェクトマネージャーとして5年間働いた後、2008年にポルシェに移籍し、ポルシェAG CEOのアシスタント、製品戦略およびボクスター/ケイマン製品ライン責任者として、戦略的投資管理の役職を歴任します。ウェックバッハは、2014年11月からタイカンの製品ラインを担当しています。
ニュータイカンクロスツーリスモは、ポルシェが2018年3月にジュネーブで発表したコンセプトスタディに厳密に基づいていますが、エレクトリックスポーツカーの市場をCUV（クロスユーティリティービークル）市場としてお考えですか？
ウェックバッハ：私はニュークロスツーリスモを、ジュネーブでコンセプトスタディを発表したからというわけではありませんが、スイスのアーミーナイフのような車だと考えています。妥協のないタイカンのダイナミクスを備えたこのニューモデルは、同様のエモーショナルなドライビングエクスペリエンスを提供しながらそれを超えています。輸送能力に優れており、滑らかに疾走するために必ずしも舗装道路を必要としません。
つまり、タイカン クロスツーリスモは、スペースの観点だけでなく、その市場可能性の観点からもタイカンの兄貴分ということですか？
ウェックバッハ：モビリティのあらゆるシナリオに対応可能な多用途のフル電動コンセプトが、多数のお客様の興味を引くことは間違いないと思います。実際に、市場からの最初のフィードバックによると、一部の地域ではクロスツーリスモのほうがスポーツサルーンよりもさらに積極的に受け入れられていることを示しています。たとえばノルウェーでは、お客様の70%が将来的にCUVを選択すると予想されます。
輸送能力についてお伺いします。クロスツーリスモのために全く新しいタイプのバイクキャリアを提供されるということですが…
ウェックバッハ：...はい、市場を見回しても適切なものが見つかりませんでした。だから私達はポルシェの偉大な伝統に従い自分たちでバイクキャリアを開発しました。お客様はその結果に感銘されると思います。このキャリアは、現在入手可能な同種の製品よりも軽量、人間工学的、実用的で、開発中に車と同様の厳格な基準に従いテストされています。
あらゆる地形でもテスト済みですか？
ウェックバッハ：発売する4つの全モデルに4輪駆動とアダプティブエアサスペンションを備えたハイテクシャシーが標準装備されます。オプションのオフロードパッケージは最低地上高を最大30mm増やします。つまりクロスツーリスモは、徹底したオフロード車ではありませんが難易度の高いオフロード地形にも適しています。
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タイカン4クロスツーリスモ
ドライブシステム：
最高出力：280kW（380PS）、ローンチコントロールのオーバーブーストパワー：350kW（476PS）、ポルシェトラクションマネジメント（PTM）による4輪駆動、総容量93.4kWhのパフォーマンスバッテリープラス、電力消費量（複合、WLTP）：26.4–22.4kWh/100km、航続距離（WLTP）：389–456km
性能
0–100km/h加速タイム：5.1秒、最高速度：220km/h
シャシー：
ポルシェアクティブサスペンションマネジメント（PASM）とスマートリフト機能を含むアダプティブエアサスペンション、「グラベルモード」ドライビングプログラムの追加、19インチ タイカンエアロホイール、ブレーキシステム：灰鋳鉄製ブレーキ、ディスク径（フロント/リア）：360/358mm、ピストン数（フロント/リア）：6/4、ブレーキキャリパー：ブラック
エクステリア装備：
LEDヘッドライト、フロントエプロン：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ブラックのサイドシル：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ルーバーデザインのリアディフューザー：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ホイールアーチトリム：ブラック、エクステリアミラーハウジング：ブラックのミラーベースを含む、サイドウインドウトリム：ブラック
インテリア装備
コンフォートシート（フロント、8way電動調節機能付）、パーシャルレザーインテリア、サウンドパッケージプラス、ラゲッジコンパートメント容量：446–1,212リッター
タイカン4Sクロスツーリスモ
ドライブシステム：
最高出力：360kW（490PS）、ローンチコントロールのオーバーブーストパワー：420kW（571PS）、ポルシェトラクションマネジメント（PTM）による4輪駆動、総容量93.4kWhのパフォーマンスバッテリープラス、電力消費量（複合、WLTP）：26.4–22.6kWh/100km、航続距離（WLTP）：388–452km
性能
0–100km/h加速タイム：4.1秒、最高速度：240km/h
シャシー：
ポルシェアクティブサスペンションマネジメント（PASM）とスマートリフト機能を含むアダプティブエアサスペンション、「グラベルモード」ドライビングプログラムの追加、19インチ タイカン4Sエアロホイール、ブレーキシステム：灰鋳鉄製ブレーキ、ディスク径（フロント/リア）：360/358mm、ピストン数（フロント/リア）：6/4、ブレーキキャリパー：レッド
エクステリア装備：
LEDヘッドライト、ポルシェダイナミック ライトシステム プラス（PDLS Plus）を含む、フロントエプロン：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ブラックのサイドシル：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ルーバーデザインのリアディフューザー：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ホイールアーチトリム：ブラック、エクステリアミラーハウジング：ブラックのミラーベースを含む、サイドウインドウトリム：ハイグロスシルバー
インテリア装備
コンフォートシート（フロント、8way電動調節機能付）、パーシャルレザーインテリア、サウンドパッケージプラス、ラゲッジコンパートメント容量：446–1,212リッター

タイカンターボクロスツーリスモ
ドライブシステム：
最高出力：460kW（625PS）、ローンチコントロールのオーバーブーストパワー：500kW（680PS）、ポルシェトラクションマネジメント（PTM）による4輪駆動、総容量93.4kWhのパフォーマンスバッテリープラス、電力消費量（複合、WLTP）：25.9–22.6kWh/100km、航続距離（WLTP）：395–452km
性能
0–100km/h加速タイム：3.3秒、最高速度：250km/h
シャシー：
ポルシェアクティブサスペンションマネジメント（PASM）とスマートリフト機能を含むアダプティブエアサスペンション、「グラベルモード」ドライビングプログラムの追加、ポルシェトルクベクトリングプラス、20インチ タイカンターボエアロホイール、ブレーキシステム：ポルシェサーフェスコーテッドブレーキ（PSCB）、ディスク径（フロント/リア）：410/365mm、ピストン数（フロント/リア）：6/4、ブレーキキャリパー：ホワイト
エクステリア装備：
LEDヘッドライト、ポルシェダイナミック ライトシステム プラス（PDLS Plus）を含む、フロントエプロン：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ブラックのサイドシル：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ルーバーデザインのリアディフューザー：ブリリアントシルバー塗装インレイ付、ホイールアーチトリム：ブラック、エクステリアミラーハウジング：ブラックのミラーベースを含むエクステリアカラー仕上げ、サイドウインドウトリム：ハイグロスシルバー
インテリア装備
コンフォートシート（フロント、14way電動調節機能付）、電動前後高さ調節付ステアリングホイールを含むメモリーパッケージ、シートヒーター（フロントとリア）、スムース仕上げのレザーインテリア、Race-Texルーフライナー、BOSE®サラウンドサウンドシステム、ラゲッジコンパートメント容量：405–1,171リッター 
タイカンターボSクロスツーリスモ
ドライブシステム：
最高出力：460kW（625PS）、ローンチコントロールのオーバーブーストパワー：560kW（761PS）、ポルシェトラクションマネジメント（PTM）による4輪駆動、総容量93.4kWhのパフォーマンスバッテリープラス、電力消費量（複合、WLTP）：26.4–24.4kWh/100km、航続距離（WLTP）：388–419km
性能
0–100km/h加速タイム：2.9秒、最高速度：250km/h
シャシー：
ポルシェアクティブサスペンションマネジメント（PASM）とスマートリフト機能を含むアダプティブエアサスペンション、「グラベルモード」ドライビングプログラムの追加、ポルシェトルクベクトリングプラス、リアアクスルステアリング、20インチ タイカンターボS エアロ ホイール、ブレーキシステム：ポルシェセラミックコンポジットブレーキ（PCCB）、ディスク径（フロント/リア）：420/410mm、ピストン数（フロント/リア）：10/4、ブレーキキャリパー：イエロー
エクステリア装備：
LEDヘッドライト、ポルシェダイナミック ライトシステム プラス（PDLS Plus）を含む、フロントエプロン：カーボン インレイ付、ブラックのサイドシル：カーボン インレイ付、ルーバーデザインのリアディフューザー：カーボン インレイ付、ホイールアーチトリム：ハイグロスブラック、エクステリアミラーハウジング：ハイグロスブラックのミラーベースを含むエクステリアカラー仕上げ、サイドウインドウトリム：ハイグロスブラック
インテリア装備
アダプティブフロントスポーツシート（18way電動調節機能付）、電動前後高さ調節付ステアリングホイールを含むメモリーパッケージ、シートヒーター（フロントとリア）、レザーフリー ツートンインテリア、GTマルチファンクションスポーツステアリングホイールとモードスイッチを含むスポーツクロノパッケージ（オプションでコンパスを装備）、Race-Texルーフライナー、BOSE®サラウンドサウンドシステム、ラゲッジコンパートメントボリューム：405–1,171リッター 
[bookmark: _Toc67413122]エクステリアデザイン
[bookmark: _Toc67413123]ポルシェのDNAを受け継ぐ純粋な外観 
タイカンクロスツーリスモの外観は、2018年のジュネーブモーターショーで発表されたコンセプトスタディのミッションEクロスツーリスモに厳密に基づいています。特にそのシルエットは、ポルシェのデザイナーが「フライライン」と呼ぶ、後方に向かって傾斜するスポーティーなルーフラインが特徴です。オフロードデザインエレメントには、ホイールアーチトリム、ユニークなフロントとリアのロアエプロン、およびサイドシルが含まれます。クロスツーリスモは、オフロードデザインパッケージの一部として、フロントバンパーとリアバンパーのコーナーとシルエンドに専用フラップも備えます。これは、エクステリアを際立たせるだけでなく、飛び石からも保護します。
フロント：独特なライトシグネチャーを備えた印象的な外観
タイカンクロスツーリスモは、最初のフル電動クロスユーティリティービークル（CUV）です。その車高が、オンロードとオフロードの両方の走行を明確に示します。タイカン クロスツーリスモの車高は、タイカンサルーンより約30mm高く設定されています。
フロントエンドは、クロスツーリスモ特有のフロントエプロンが特徴です。タイカンターボSクロスツーリスモには、カーボン インレイが標準装備されます。他のモデルのインレイはブリリアントシルバー塗装です。ベスビオグレーまたはハイグロスブラックのフロントエプロンもオプションに用意されています。詳細については、装備のセクションをご覧ください。
ヘッドライト：ハイテクとデザインの出合い
ライティングテクノロジーは、タイカンとタイカンクロスツーリスモの印象的なフロントエンドと高い認識効果において重要な役割を果たしています。全モデルで次のヘッドライトシステムを使用することができます。
· LEDヘッドライト（タイカン4クロスツーリスモに標準装備）
· PDLS Plusを含むLEDヘッドライト（タイカン4Sクロスツーリスモに標準装備）は、道路の最適な照明を保証します。中央のLEDユニットは、ハイビームとロービームを自動的に切り替えます。カメラが前方車両または対向車両を検出し、ヘッドライトの照射範囲を連続的に調整します。ダイナミックコーナリングライト機能とジャンクションライト機能も含まれます。ダイナミックコーナリングライト機能は、ステアリング角と車速に応じてヘッドライトを回転させます。ジャンクションライト機能は、ジャンクションや交差点で最適な照明条件を保証します。
· PDLS Plusを含むLEDマトリックスヘッドライト（タイカンターボクロスツーリスモとタイカンターボSクロスツーリスモに標準装備）は、マトリックスが目標を絞ってパーマネントハイビームコーンのセグメントを作動解除します。個別に制御される84個のLEDは、消灯または調光することで現在の状況に合わせることが可能です。その結果、前方車両や対向車両の眩惑が回避されます。
· PDLS Plusを組み込んだLEDマトリックスヘッドライトは、Porsche Exclusive Manufakturの特別仕様オプションとして装着可能です。ヘッドライトハウジングの3Dサーキットボードグラフィックと、グレイシャーアイスブルーのデイタイムランニングライトエレメントが追加されます。特定の角度から見るとヘッドライトがこのカラーに見えます。
サイドビュー：スポーティーなプロポーションと彫刻的な表面
タイカンクロスツーリスモのシルエットは、後方に向かって傾斜するスポーティーなルーフラインが特徴です。タイカンスポーツサルーンと比較すると、ルーフラインがさらに後方に伸びて、ハイグロスブラック仕上げの固定ルーフスポイラーで終わります。その結果ヘッドルームが追加され、タイカンサルーンより後座乗員のシートポジションがさらに快適になります。
オプションの大きなパノラミック固定ガラスルーフは、フロントウインドウからルーフスポイラーまで連続的に伸びており、光のあふれる明るい車内と素晴らしい車外の景色が得られます。パノラミック固定ガラスルーフとの組み合わせでオプションのルーフレールも用意されており、新しいパフォーマンスルーフボックスなどの取り付けが可能になります。ルーフレール本体は、アルミニウムまたはブラックアルミニウムから選択できます。
サイドウインドウグラフィックのダイナミックなデザインは、タイカンクロスツーリスモのフライラインと同様に印象的です。ホイールアーチトリムは、ライフスタイル志向のポルシェのスポーティーなクロスオーバー特性を強調します。
クロスツーリスモ専用のブラックのドアシルが独特の外観を引き立てます。これらのエレメントの詳細については、装備のセクションをご覧ください。
ドアと面一のフラットドアハンドルは、必要に応じて電動で張り出します。その外観は、このモデル独特の現代的な印象を引き立てます。
ニュータイカンクロスツーリスモのホイールは新しい3つのデザインによって拡張されています。タイカンクロスツーリスモ専用のホイールは、このモデルのクロスオーバー特性に完全にマッチしています。
リア：ハイライトとなる回路基板のグラフィックとガラスルック“Porsche”ロゴ
タイカンクロスツーリスモのリアでは、空力的に最適化された固定ルーフスポイラーが、全体の優れた空力特性を保証します。標準装備のルーフスポイラーはハイグロスブラック仕上げです。
オンロードとオフロードの両方で人目を引く、ルーバーデザインが特徴のクロスツーリスモ専用リアディフューザーは、タイカンクロスツーリスモの熱意を強調します。各バージョンのリアディフューザーの視覚的詳細については、装備のセクションの表をご覧ください。
内側から照らされた細いバーが車両リアの全幅に広がり、立体的なガラス文字による“Porsche”ロゴがそこに組み込まれています。このガラス効果に加えて、ロゴがブラックの3D回路基板のグラフィックに埋め込まれているのもユニークな特徴です。Porsche Exclusive Manufakturは、オプションでダークメタルのグラフィックとグレイシャーアイスまたはブラックの立体ガラス文字を提供しています。
[bookmark: _Toc67413124]インテリアデザイン
[bookmark: _Toc67413125]オプション装備されるコンパスディスプレイ
ニューバージョンのインテリアにも、タイカンスポーツサルーンでも高く評価されたデザインフォルムが見られます。ダッシュボードの上部と下部は、翼をイメージさせるように左右に広がっており、曲面のフリースタンディングメータパネルがダッシュボードの頂点にあります。中央にある10.9インチインフォテインメントディスプレイとオプションのフロントパッセンジャーディスプレイの組み合わせが、ブラックのパネルルックによる一体化されたガラス画面を形成します。
オフロードデザインパッケージとの組み合わせでダッシュボード上部にコンパスが装備されます。これは、回転する羅針図によって車の進行方向をアナログ形式で示し、デジタルディスプレイに高度と時刻を表示します。
ニューモデルの変更されたルーフラインによって、クロスツーリスモの3名までの後座乗員は、スポーツサルーンより47mm高いヘッドルームからメリットを受けます。大きなテールゲートによって、タイカンクロスツーリスモのリアラゲッジコンパートメントへのアクセスは容易です。幅776mm、高さ538mmの開口部は、サルーン（445mmと325mm）よりもはるかに高くワイドです。リアラゲッジコンパートメントは、指定された装備に応じて最大446リッター（サルーン：407リッター）の容量を備えており、60：40に分割される後座のバックレストを前に倒すと最大1,212リッターまで拡張されます。フロントコンパートメントが、さらに84リッターを追加します。パーティションネット、バッグフック、およびタイダウンストラップ（オプションの収納パッケージで利用可能）は、後部荷室を整頓された状態に保ちます。
ポルシェが細部に至るまで開発に多大な時間を費やしている一例が、ラゲッジコンパートメントカバーです。サイドラグがないためラゲッジコンパートメントよりも狭いこのカバーは、リアベンチシートの後部に収納してスペースを節約することができます。代わりにサイドトリムから折りたたまれる4つのラグは、バッグフックとしても使用可能です。テールゲートにカバーを固定するコードは、カバーを取り外すときにカバーにクリップ留めされます。
メータパネルの4つの表示モード
革新的なメータパネルは、ポルシェ特有の丸型メータ表示を備えた16.8インチ曲面ディスプレイで構成されています。カウルがなく、高品質なスマートフォンやタブレットのようなスリムでモダンな外観です。メータパネルは、次の4つの表示モードから選択することができます。
· 「パワーメータ」モード：ポルシェ特有の丸型メータを想起させます。このディスプレイは、明確に配置された情報を提供し、素早い読み取りを可能にします。パワーメータは、メータパネル中央のレブカウンターを置き換えます。 
· 「マップ」モード：中央のパワーメータをマップレイアウトに置き換えます。
· 「エクステンデッドマップ」モード：丸型メータをナビゲーションマップに置き換えます。ナビゲーションマップは、ディスプレイ全体に表示されます。
· 「簡易」モード：速度、道路標識、最小化した矢印によるナビゲーション指示などの重要なドライビング情報のみを表示します。
· オプションの「ナイトビュー」モード：この表示が主要エレメントになります。
画面両端の小さなタッチコントロールフィールドでは、ライト機能とシャシー機能を操作します。それゆえメータパネルはステアリングホイールよりもワイドで、象徴的な初代911を思い起こさせます。
カラーヘッドアップディスプレイがオプションに用意されています。これは、関連情報をドライバーの視野に直接投影します。ディスプレイは、メインディスプレイセクション、ステータスセクション、通話やナビゲーション情報など一時的な内容を表示する3つ目のセクションに分かれています。ナビゲーションディスプレイ、パワーメータ、ユーザー定義ビューもプリセットとして選択することができます。
軽快な外観のステアリングホイールには、次の2つのバージョンが用意されています。レザー マルチファンクションスポーツステアリングホイールは、アクセントパッケージの一部としてカラーインサートによるカスタマイズが可能です。オプションのGT Race-Texマルチファンクションスポーツステアリングホイールはネジの頭が見える特徴的なデザインで、ドライビングモードの選択に使用されるポルシェ特有の丸型モードスイッチを備えます。
ダッシュボードの上部と下部は、翼をイメージさせるように左右に広がっており、中央の10.9インチインフォテインメントディスプレイとオプションのパッセンジャーディスプレイの組み合わせは、ブラックパネルルックの一体化されたガラス画面を形成し、それによってインテリアと視覚的に融合しています。
明確なレイアウトを備えた全てのユーザーインターフェース
タッチ操作や“Hey Porsche”コマンドに応答するボイスコントロール機能が備わったことから、インテリジェントで直感的な制御が実現しています。
ポルシェアクティブサスペンションマネジメントシステム（PASM）などのタイカンの全ての車両設定は、センターディスプレイで直接簡単に設定することができます。ドライバーは、明確に構成されたカスタマイズ可能なホーム画面から全てのアプリに素早くアクセスすることができます。アプリは、ナビゲーション、電話、メディア、コンフォート機能、およびPorsche Connect機能を含みます。最適化されたボイスコントロールを使えば、ドライバーは、必要な機能によりいっそう素早くアクセスすることができます。タイカンクロスツーリスモの助手席にも専用のタッチディスプレイがオプションとして用意されており、ドライバーの気を散らすことなく助手席から簡単に設定を変更することが可能です。
上昇するセンターコンソールは、ポルシェに期待される低い着座位置をいっそう強く感じさせます。センターコンソールには、触覚フィードバック技術を備えた大型の8.4インチタッチパネルが備わります。これにより、エアコンの設定を直接変更することができます。内蔵された手書き認識機能による素早い住所入力も可能です。
全てのディテールは、必要最小限まで削減されました。タイカンクロスツーリスモは、ポルシェ918スパイダーのように、従来のセレクターレバーの代わりにメータパネルにコンパクトなギアセレクタースイッチを備えます。これにより、センターコンソールがすっきりとして見え、収納スペースが生まれます。必要最小限までの削減と明確なアプローチは、エア吹き出し口のデザインからも明らかです。エア吹き出し口は完全に最新式となり、直感的に操作することができます。従来の機械的操作のルーバーは過去の話です。なぜならエアフローは、今やデジタルで完全に自動制御されるからです（「バーチャルエアフローコントロール」）。クライメートメニューをクリックすれば、高速冷房の「フォーカス」と、ドラフトフリーエアコンの「ディフューズド」を切り替えることができます。オプションの4ゾーンオートマチッククライメートコントロールシステム（アドバンストクライメートコントロール）をオーダーした場合、触覚フィードバック技術を備えた5.9インチタッチコントロールパネルが追加され、システムを後席から操作することができます。
幅広いカスタマイズオプションと革新的な素材コンセプト
タイカンクロスツーリスモのカラーと素材デザインは、伝統的なものから持続可能で現代的なものに至るまで、個性化された装備を可能にします。タイカンクロスツーリスモには、パーシャルレザー インテリアと、8way電動調節機能付フロントコンフォートシートが標準装備されます。従来のレザーのオプションに加え、オリーブの葉をなめし工程で使用する持続可能ななめし処理によるクラブレザーOLEAも用意されています。レザーの自然な風合いが、特別なクラウドプリントによって強調されています。新しい特徴のひとつが、最新の表面テクスチャを用いた完全なレザーフリーのインテリアです。Race-Texという高品質なマイクロファイバー材料が使用され、その一部はリサイクルされたポリエステル繊維でできています。フロアカバーは、リサイクル漁網などから作られたリサイクル繊維Econyl®を使用しています。
タイカンクロスツーリスモのインテリアとエクステリアには、伝統的スタイルと現代的スタイルの両方を含む豊富な設定が用意されています。インテリアのアクセントとトリムは、ディテールへのこだわりを強調すると同時に、材料特性とクラフトマンシップに関してポルシェ特有の最高の品質基準を満たします。ブラック/ライムベージュ、ブラックベリー、アタカマベージュ、メランティブラウンのインテリアカラーに加えて、オプションのアクセントパッケージを使用して、車のインテリアに特別なコントラストを生み出すことや、マットブラック、ダークシルバー、またはエレガントなシャンパントーンのネオジムによる特別なコントラストカラーを選ぶこともできます。ドアとセンターコンソールのトリムには、ウッド、マットカーボン、エンボス加工アルミニウム、またはファブリック仕上が用意されています。
数多くのイノベーションに加えて、ポルシェに欠かせないもうひとつのディテールがあります。従来のポルシェモデルのイグニッションロックと同様に、パワーボタンはステアリングホイールの左奥に配置されています。
[bookmark: _Toc67413126]ボディ
[bookmark: _Toc67413127]最高の強度を得るためのインテリジェントな素材の組み合わせ 
タイカンクロスツーリスモの完全に亜鉛メッキされたボディは、主にアルミニウムとスチールの組み合わせから成ります。スポーツサルーンと比較して、プロファイルドアルミニウム製トーションリングが新機能です。テールゲートに組み込まれ、前後方向の曲げ強度を高めます。
ストラットマウント、アクスルマウント、リアサイドメンバーは、ダイキャストアルミニウム製で、ショックアブソーバーマウントは鍛造アルミニウム製です。フロントサイドメンバーは、アルミシェル構造と押し出し形材を組み合わせています。1,941mmのシルは、7チャンバー押し出し形材として設計されており、スチール製シルと比較して、各サイドの部品数が15個から3個に減ります。
熱間成形されたスチールが車内を保護します（Aピラー構造、Bピラー内側/外側、サイドルーフフレーム、シートクロスメンバー）。特筆すべきは、マンガン-ホウ素鋼のバルクヘッドクロスメンバーです。管状のコンポーネントにいくつもの横断面を作るために特別な製造工程が採用されています。これによって、最適な重量で最大の強度が得られます。フロントおよびリアエンドのコンポーネントを除く全てのボディはアルミニウム製です。絞り深さ325mmのアルミニウム製一体型サイドパネルは、開発および製造工程において大きな課題となりました。タイカンクロスツーリスモに使われているアルミニウムの容量は約37%にもおよびます。
車体中央の低い位置に設置されたバッテリーは非常に低い重心を保証します。その統合は、ボディデザインにおいて要となりました。アンダーフロアのアルミニウム製バッテリーハウジングは、耐荷重コンポーネントとして設計されており、タイカンの安全構造の一部として合計28本のボルトでボディに取り付けられています。
後席足元のバッテリーのくぼみである「フットガレージ」は、後席の座り心地をさらに快適な体験にします。2つのラゲッジコンパートメントが用意されており、フロントコンパートメントは84リッター、リアコンパートメントは最大1,212リッターの容量を備えます。
パノラミック固定ガラスルーフ：ルーフの補強メンバーを排除したクリアな視界 
オプションのパノラミック固定ガラスルーフは、そのフラットな構造によって、シルエットに調和して溶け込みます。左右の補強メンバーを必要としないため、タイカンクロスツーリスモのルーフの面積は1m2になり、さらに快適な空間と風通しのよさを提供します。オプションのルーフレールには、ポルシェルーフトランスポートシステムを取り付けることもできます。
タイカンとタイカンクロスツーリスモのパノラミック固定ガラスルーフには、ポルシェで初めて低放射率断熱ガラスが使用されています。非常に薄い複数の金属層が断熱ガラスに適用されました。断熱ガラスは短波放射を通過させて遠赤外放射を反射することから、夏季に車内の温度が急速に上がることはありません。これはまた、冬季には車内の熱が長く保たれることを意味します。そのため、ティンテッドガラスと組み合わせると、ロールブラインドなしですますことができます。ガラス構造の中間層は、車内の遮音にも寄与します。
[bookmark: _Toc67413128]リアバイクキャリア
[bookmark: _Toc67413129]革新的、人間工学的、取り付けが簡単
ポルシェは、タイカンクロスツーリスモのために2台のバイクを収容するリアキャリアを開発し、パッケージングと使いやすさのベンチマークを設定します。さまざまなタイプのバイクに広く使用され、キャリアの装着時もテールゲートを開くことが可能です。長いホイールレールと50kgの大きな最大積載量によって、ロングホイールベースの電動バイクにも使用することができます。リアキャリアは、オプションで3台目のバイク用レールを追加してアップグレードすることが可能です。
バイクキャリアは、2本の縦材によってタイカンクロスツーリスモのリアの専用ホルダーに装着されるため、車両のコンフィギュレーション段階で注文する必要があります。装着は工具なしでわずか数ステップにて終了し、バイクは約10cm持ち上げるだけです。装着プロセスの各ステップでは、前のステップがロックされたことを確認します。アルミニウム（合金）、高張力鋼、および（繊維）複合材料で構成される重量最適化された機能的な混合材料設計により、システムの重量は約25kgです。従来のキャリアはトレーラーヒッチによる車両への接続が必要なため、システム重量は50kgをはるかに超えていました。ポルシェリアバイクキャリアは、収納時には、コンパクトな26x75x89cmのフラットパックサイズになります。
2本の縦材でボディに接続することのさらなるメリットが強度です。自動車の開発プロセス中に実施された広範なテストによって、これが明確に示されています。装着されたバイクキャリアは、テスト装置、性能試験場、道路交通などにおいて車両と同様の厳しいテストを受けています。テストの一環として、全く違う気候条件の中で起伏の激しい道路を何千キロも走行しました。
タイカンクロスツーリスモのリアの低位置に意図的にキャリアが配置されました。この位置でも乱流を引き起こすことがなく、この点でルーフキャリアよりもはるかに優れています。さらに、バイクを持ち上げるのは約10cmだけです。これは非常に重い電動バイクには特に便利です。クロスツーリスモのテールゲートは、油圧減衰メカニズムによってキャリアを約40度折りたたむことができるため、バイクがキャリアに取り付けられている場合も開くことができます。
新しいリアバイクキャリアのその他のハイライト：
· タイカンにマッチするデザインで、ルーバーなどの車両専用エレメントが採用されています。マットブラックのリアキャリアには、“Porsche”ロゴが付いています。
· 優れた柔軟性を提供するキャリアは、バイクフレーム（シートポストも同様）を固定するために高く大きなサポートバーを使用します。
· バイクフレームホルダーはフレーム保護を備えます（特にカーボンフレームを保護する最大クランプ力の制限）。
· 38cmの広いレール間隔によって積載快適性が向上しています（市場の他の製品の通常の間隔は約20cm）。
· 長いホイールレールによってロングホイールベースの（電動）バイクにも対応します。
· オプションのミドルレールを使用すると3台目のバイクの輸送が可能です。
3台目のバイクのための拡張レールに加えて、その他のオプション装備には、3台目のバイク用の追加の湾曲スペーサーエレメント、キャリーバッグ、および折りたたみ式ローディングレールが含まれます。
[bookmark: _Toc67413130]ニューポルシェEバイク スポーツとEバイク クロス
[bookmark: _Toc67413131]拡張されたポルシェモビリティ
ポルシェは、E-モビリティの分野で製品を拡張し、ポルシェブランドの時代を超えたデザイン、卓越した技術特性、および情熱を反映した2台の新しい電動バイクを発売します。
Eバイク スポーツ
ポルシェEバイク スポーツは、日常の使用に最適な相棒です。フルサスペンションカーボンフレーム、25km/hまでのモーターアシストを提供する新しいパワフルな超小型Shimanoモーター、電子制御Shimanoギアシフトシステムなどの最高品質のハイエンドコンポーネントが最適な性能を保証します。ポルシェEバイク スポーツは、ハンドルに統合されたMagura高性能ブレーキによって、必要最小限のシンプルなコックピットを備えます。エレガントで純粋なデザインは、ステムとエアロダイナミクスシートポストに組み込まれたライトエキスパートSupernovaのLEDライトによって強調されています。さらに、走りやすいタイヤと組み合わせたMagura倒立サスペンションフォークとFoxリアダンパーは、高品質のシャシーコンポーネントで、舗装道路や穏やかなオフロード地形においてスポーティーで滑らかな乗り心地を保証します。
Eバイク クロス
ポルシェEバイク クロスは、舗装された道路から離れたオフロードを得意とします。新開発のパワフルなShimanoモーターは、特に難易度の高い地形でも完全な性能を発揮し、自然な乗り心地と最高の性能でライダーをアシストします。超大径耐熱ブレーキディスクを備えたMagura MT Trail高性能ブレーキによる最適な減速と、Shimano機械式シフターによる高速のギアチェンジが実現します。油圧調整式Crankbrothersシートポストによって、自由な動きを最大化する理想的なシート位置に迅速に調整可能です。人間工学に基づいた形状のハンドルは、速度に加えて距離と航続距離をリアルタイムで表示するShimanoカラーディスプレイを備えます。フルサスペンションカーボンフレームがシンプルなデザインを引き立てます。
両モデルは、ポルシェタイカンのスポーティーな特徴にインスパイアされています。バイクの有機的形状のカーボンフレームは、車のルーフラインを連想させます。Studio F. A. Porscheによって開発されたフラットなデザインは、光を最適に反射します。
ポルシェEバイクは、2021年の春から、ポルシェ正規販売店と一部の自転車小売店で販売されます。フレームサイズは、S（ライダーの身長が156-170cm）、M（168-182cm）、L（180-194cm）の3種類から選択することができます。一部の地域では、ポルシェリアバイクキャリアと組み合わせた魅力的な価格のパッケージでポルシェEバイクが提供されます。
※日本国内での販売は未定です。
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タイカンクロスツーリスモは、Cd値0.26の優れた空気抵抗係数を提供します。フロント面積は2.37m2で、0.616m2の抵抗面積が得られます。この車のエアロダイナミクスは、低いエネルギー消費と、その結果の長い航続距離に大きく寄与します。ポルシェデザインのDNAに忠実に開発された車の最適化された基本形状に加えて、エアカーテンとポルシェアクティブエアロダイナミクスシステム（PAA）が重要な役割を果たします。
優れた空力性能は、広範囲にわたるデザインコンセプトの作業とファインチューニングによって達成され、クロスツーリスモは約325時間の風洞内の嵐に耐えました。特に車のリアは細部まで最適化されています。タイカンスポーツサルーンも、開発プロセス中に風洞で1,500時間が費やされました。
エアロダイナミクス装備には、ヘッドライトが大型エアインテークに浮遊しているように見えるエアカーテンが含まれます。これは、フロントホイールアーチを覆うカーテンのように空気を導きます。乱流が減少し、空力的に最適化されたホイールも空気抵抗の低減に大きく貢献します。
タイカンには熱を持つ排気ガスシステムがないため、アンダーボディを完全なパネルにすることが可能になりました。サスペンションリンクは完全に覆われており、エアダクトが装備されています。特にリアは、エアロダイナミクスの専門家によって非常にワイドなリアディフューザーが採用され、フルエレクトリックカーが提供する自由の利用に成功しました。これは、空気抵抗と揚力を抑えた完璧な組み合わせによる 空力効率を生み出します。
アクティブエアロダイナミクスの面積対策には、フロント下部のエアインテークが含まれます。個別制御可能な完全可変クーリングエアフラップを使用して、車両外側にある2つのラジエーターに空気を供給します。同時に、必要に応じてブレーキエアダクトを介してブレーキへのエアフローを制御します。サーキットなどにおいて、車両がブレーキディスクの現在の熱負荷を連続的にモニターし、必要に応じてブレーキディスクのターゲットを絞った冷却を要求します。
このように、ポルシェアクティブエアロダイナミクスシステム（PAA）は、タイカンクロスツーリスモのフロントで複数のメリットを提供します。クーリングエアフラップが閉まっているときは、システムが空気抵抗を減少させて航続距離が増加します。フラップが開いているときは、PAAがクーリングシステムとブレーキの両方の性能を同時に向上させます。選択したドライビングモード、速度、冷却要件に応じて、クーリングエアフラップの制御は常に需要主導されます。
ニュータイカンクロスツーリスモは、ポルシェアクティブエアロダイナミクスシステムの従来のエレメントに加えて、エアサスペンションが提供する空力性能も利用します。速度と選択したドライビングモードに応じて低位置に設定され、さらに空気抵抗を抑えます（詳細はサスペンションのセクションをご覧ください）。リアのルーフスポイラーは固定されています。
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息をのむような加速度値、スポーツカー特有のトラクション、そして連続的に利用可能な優れた出力。これが本物のスポーツカーに期待される性能です。
タイカンクロスツーリスモは、ブレーキペダルを踏み込んでドライブに入れると始動します。スイッチを押してこれを行うこともできます。従来のポルシェモデルのイグニッションロックと同様に、パワーボタンはステアリングホイールの左奥に配置されています。
電気モーター：ヘアピン巻線による同期モーター
全てのタイカンクロスツーリスモモデルは、フロントアクスル上に1基、リアアクスル上に1基の特に効率的な2基の電気モーターを搭載しており、4輪駆動されます。永久励磁同期モーターの高効率によって車両の航続距離と連続出力の両方にメリットをもたらします。電気モーター、トランスミッション、パルス制御インバーターは、それぞれコンパクトなドライブモジュールに統合されています。リアアクスルモジュールはアクスルと平行に取り付けられています。ラゲッジコンパートメントの容積を増やすために、「バルコニーソリューション」方式でここにパルス制御インバーターが取り付けられています。フロントアクスルモジュールは、同軸デザインによって、車両フロントの非常に狭いスペースに統合されています。 
永久励磁同期モーターは、自然磁場を生成する高品質の永久磁石を備えたローターを装備しています。このローターはステーターの回転磁界と同期して動くため、永久励磁同期モーターとして知られています。パルス制御インバーターがステーターの回転磁場の周波数を決定し、ローターの速度を設定します。その構造、機能性、優れた熱挙動により、永久励磁同期モーターは、ポルシェに期待される高出力性能を提供することができます。
タイカンクロスツーリスモに使用されている電気モーターの特徴は、ヘアピン巻線で、ステーターのソレノイドコイルが円形ではなく長方形のワイヤーで構成されています。ワイヤーは曲げられており、ステーターの積層鉄心に挿入される前は、その形状がヘアピンを連想させるので「ヘアピン」と呼ばれています。開放端はレーザビームを用いて互いに溶接されます。ヘアピン技術の製造工程は複雑ですが、それはワイヤーをより高密度に詰め込むことを可能にしてステーターの銅の量を増加させます。従来の巻線工程は約45～50%の銅充填率を備えますが、この場合は70%弱です。これによって、容積は同じまま出力とトルクが増加します。タイカンのような高性能自動車のさらなる重要なメリットは、ヘアピンステーターを効率的に冷却できることにあります。
フロントアクスルの水冷式同期モーターの有効長は160mm、有効径は190mmです。タイカン4クロスツーリスモとタイカン4Sクロスツーリスモのリアアクスルの同期モーターは、他のモデルのものよりも若干コンパクトで、 長さ130mm、直径245mmです（タイカンターボクロスツーリスモとタイカンターボSクロスツーリスモ：有効長210mm、有効径245mm）。つまり、これらのモジュールは、今日の市場の全てのエレクトリックパワートレインの中で最も高い電力密度（取り付けスペース1リッターあたりのkW）を備えます。
パルス制御インバーター：モーターの制御
パルス制御インバーターは、電気モーターを制御するための最も重要な部品です。タイカンクロスツーリスモでは、パルス制御インバーターがフロントおよびリアアクスルの各ドライブモジュールに取り付けられています。パルス制御インバーターは、パフォーマンスバッテリープラスから供給される直流を電気モーターの駆動に必要な交流に変換します。制動時には逆のことが起こります。ここでは、回生時に得られた交流をバッテリー充電用の直流に変換します。タイカンターボSクロスツーリスモでは、最大600Aのパルス制御インバーターがフロントアクスルに使用されています（他のクロスツーリスモモデル：300A）。全モデルのリアアクスルに、最大電流600Aのパルス制御インバーターが取り付けられています。両方のパルス制御インバーターは、約98%の非常に高い効率で作動します。
動力伝達：ポルシェ特有の2速トランスミッション
フロントアクスルでは、電気モーターの出力は、統合されたスパーギア軽量ディファレンシャルに対して、全体の比が約8：1の同軸のコンパクトな1速プラネタリーギアを介してフロントホイールに伝達されます。
タイカンクロスツーリスモのリアアクスルに取り付けられた2速トランスミッションは、ポルシェが開発したイノベーションです。1速は、静止状態からの発車時にタイカンクロスツーリスモにさらに大きな加速を与えます。一方、ロングレシオの2速は高速走行時にも高い効率とパワーの維持を保証します。
2速トランスミッションは3本のシャフトに基づいています。技術的には2速のギア比を表す2つのスパーギア段に加えて、シフト可能なプラネタリーギアセットも使用され、非常に短いレシオの1速によるリダクションを可能にします。モーターのおよそ15回転がホイールの1回転を表します。これによって、静止状態から息をのむような加速を可能にする非常に大きなホイールトルクが得られます。
1速は主にスポーツまたはスポーツプラス ドライビングモードで使用されます。ローンチコントロールもこれらのモードで利用可能です。トランスミッションは比較的長い時間1速に留まり、その後、シフトオーバーブーストで2速にシフトします。
2速は、フロントアクスルのトランスミッションと同じ約8：1のレシオです。つまり、電気モーターの8回転がホイールの1回転を表します。これによって、スポーツカー特有の最高速度と高速走行時の加速性能が可能になります。リアには、可変リミテッドスリップディファレンシャルがオプションで用意されています。
回生：高水準のエネルギー回収
エンジン搭載車の場合、運動エネルギーは、ブレーキング中にブレーキ部分において熱に変換されます。電気自動車では、この運動エネルギーの大部分を回収し、減速時に電気モーターをジェネレーターとして使用し、発生した電力をバッテリーに供給することが可能です。
ポルシェは、タイカンクロスツーリスモの回生分野において、いくつかの点で独自の道を歩みます。
· 最大290kWの潜在的な回生出力は、他のほとんどの競合他社を大幅に上回り、最大3.8m/s2の減速が回生されます。
· タイカンクロスツーリスモは、アクセルペダルを放すと、できる限り効率的にコースティングするように設計されています。利用可能な運動エネルギーは、走行のために確保されます。
· ブレーキペダルを踏んだときにのみ大幅な回生が行われ、前述のように、非常に高レベルのエネルギーが回収されます。
ドライバーは、主にブレーキペダルを介して回生を制御するプログラムによって、バッテリーの充電と温度に依存しない再現可能かつ予測可能な減速挙動を経験します。その結果、ポルシェのフル電動スポーツカー特有の走行挙動が実現します。テストでは、タイカンクロスツーリスモの最大290kWの高い回生出力によって、日常使用におけるブレーキ操作の約90%が、ホイールブレーキを作動させることなく電気モーターのみによって実行されることがわかりました。このため、ポルシェは初めてブレーキパッドの使用年数による交換時期を規定しています。ブレーキパッドは6年ごとに交換する必要があります。
ドライビングモード：長い航続距離または最高のスポーツ性を自由に選択
ニュータイカンクロスツーリスモのドライビングモードのプロファイルは、基本的に他のポルシェモデルと同じフィロソフィーに従います。純粋なエレクトリックドライブの可能性を最大限に活用する専用の設定によってこれが補完されます。グラベル、レンジ、ノーマル、スポーツ、スポーツプラスの5つのドライビングモードの利用が可能です。さらに、「インディビジュアル」モードにすると、必要に応じて各システムを構成することができます。スポーツクロノパッケージがスポーツプラスとインディビジュアルモードの要件であり、モードスイッチはステアリングホイールに統合されています。
	グラベルモード
	広範な車両コンポーネントを制御することで、未舗装道路の走行に対する車両の適合性がさらに向上します。スロットルの特性は、出力供給と制御精度について未舗装道路の走行専用に設計されています。2速トランスミッションは、最適なトラクションのために精確なトルク制御にシフトし、4輪駆動は穏やかなオフロード地形の走行に最適化されます。さらに、トルク配分は、上り坂を低速で走行（クローリング）するときに、未舗装道路で最大のトラクションが得られるように最適化されます。ターボとターボSに標準装備されるリアディファレンシャルもここで重要な装備です。低速時に連結フォースが働く場合は、さらに多くのロックトルクを提供してトラクションを高めます。ドライブコンポーネントの冷却は性能指向になります。グラベルモードは、スプリングとダンパー、ポルシェスタビリティーマネジメント（PSM）、ポルシェトルクベクトリングプラス（PTV Plus）、ポルシェトラクションマネジメント（PTM）の設定にも影響を与えます。たとえば、PTMの仮想センターディファレンシャルロックの作動は、必要に応じて特に前輪と後輪の速度差を制限することでトラクションを最適化するように設計されています。

	レンジモード
	タイカンクロスツーリスモは、レンジモードにすると特に効率的に機能します。最高速度は90～140km/h（調整可能）に制限されますが、アクセルペダルを踏むことで常にオーバーライドすることができます。このモードを選択すると、4輪駆動システムが可能な限り最も効率的な方法で出力を配分します。極端な場合、前輪のみで駆動される場合もあります。クーリングエアフラップと車高（-22mm）は、最小の空気抵抗に設定されます。エアコン、油圧ポンプ、エアサスペンション、ヘッドライトも最も効率的な設定で作動します。

	ノーマルモード
	この基本設定にすると、タイカンクロスツーリスモはリニアベースで出力を供給します。4輪全てが効率モードで駆動されます。クーリングエアフラップは必要な場合にのみ開き、速度に基づいてリアスポイラーが調整され、シャシーは下がります。クライメートコントロールとアダプティブクルーズコントロールは制限なしで作動し、エアサスペンションは完全な快適性を提供します。

	スポーツモード
	スポーツおよびスポーツプラスモードにすると、パワートレインの最高の性能を利用することができます。ドライバーの要求はダイナミックに実行されます。バッテリーの冷却と加熱のプログラムは、パフォーマンスに設定されます。クーリングエアフラップは、必要な冷却性能に応じて熱制御されます。クライメートコントロールは制約なく調整され、アダプティブクルーズコントロールはよりダイナミック（パワフルな加速を含む）な設定になります。コーナリングライト機能もよりダイナミックに応答し、リアアクスルステアリングを含むシャシーのセットアップはスポーツ走行に調整されます。

	スポーツプラスモード
	スポーツプラスは、ドライビングスタイルにさらにダイナミックな表現を加えます。4輪駆動は、リアに偏った配分に変わり、ダイナミックに制御されます。バッテリーの冷却と加熱のプログラムは、最大限のパフォーマンスに設定されます。クーリングエアフラップは開き、リアアクスルステアリングとPDCCを含むシャシーのセットアップは、サーキットのパフォーマンスを最大限に高めるために最適化され、シャシーの高さは常に最低位置（22mm）に保たれます。


パワートレインで利用可能な全てのシステムは、ポルシェパワートレインコントローラーによって制御されます。全ての情報がここで収集され、高速アクチュエーターが制御されます。4輪駆動とトラクションコントロールシステムは、シャシーコントロールユニットとの相互作用において、従来のシステムの5倍の速度で作動します。例えば、片方のホイールのスリップが大きい場合、電気モーターがそれを超高速で調整します。これは、積雪や氷結の路面で特に大きな効果を発揮します。
ドライビングパフォーマンス：常に圧倒的
エレクトリックパワートレインはダイナミックな加速を提供し、ポルシェは、これを何回も連続して行うことができることを約束しています。そのため、タイカン4Sクロスツーリスモは、印象的な4.1秒の0-100km/h加速タイムを問題なく10回以上連続して再現することができます。この加速性能は、高速走行時にも印象的です。ニュータイカンクロスツーリスモは、例えば、複数のコーナーから長いストレートに加速する場合などに、性能を低下させることなく何回も連続してパフォーマンスを発揮することができます。
ローンチコントロール：全速力で加速
タイカンクロスツーリスモに標準装備されるローンチコントロールは、静止状態からの最大の加速を可能にし、電気モーターが追加の出力供給を受けるオーバーブースト機能を使用します。タイカンターボSクロスツーリスモでは、この間に560kWの出力供給（最高出力460kWを超えて）を受けることができます。
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ポルシェサウンドは音の名刺です。全てのファンは、ポルシェの水平対向6気筒エンジンの紛れもないサウンドを知っています。パワートレインのサウンドは、車との感情的なつながりを生み出すだけでなく、例えばドライバーがトラクション状況を把握することも可能にします。電気自動車も独自のサウンドを備えます。タイカン4クロスツーリスモとタイカン4Sクロスツーリスモのポルシェエレクトリックスポーツサウンド（オプション）は、車両の個性と走行条件に合わせて巧みに構成および調整されています。さらに、タイカンクロスツーリスモ全モデルに、歩行者保護の法的要件を満たすための標準システムが装備されます。これは、エレクトリックスポーツサウンドに調和するように適合されています。
早期音響警報システムとしての聴覚
ポルシェは、919ハイブリッドの開発で電気自動車のサウンドの経験をすでに積んでいます。ワークスドライバーたちはレースシミュレーターにおいても実際のエンジン音が車両の状態にふさわしい場合にのみ、複数回ル・マンで優勝した車の限界に到達することができました。同様に、ドライバーは、直感的に解釈することができる聴覚を介して走行条件に関する早期情報を受け取ります。タイヤの特徴的なシューという音は、アスファルトの品質や路面の濡れ具合に関する情報を提供します。例えば、風切り音の変化は、速度または横風を示し、パワートレイン、エンジン、トランスミッションのサウンドは、トルクの伝達を特徴づけて、出力や俊敏性などのアイデンティティー創出特性を伝えます。減速中のドライブまたは回生出力に関して、トラクションが限界に到達したときに、耳は信号を直接脳に伝えます。
ポルシェエレクトリックスポーツサウンドは、車外と車内の両方において、革新的な特徴によって車独自のドライブサウンドをさらに熱のこもった豊かなものにします。そのために、ドライブアーキテクチャーからの不快なノイズは意図的に最小限に抑えられ、車両の状態にふさわしい調和のとれたエモーショナルなサウンドが増幅されて、ポルシェ特有のサウンド体験を作成します。エレクトリックドライブについての明確な主張をしながら、しかも紛れもない本物のポルシェです。ポルシェコミュニケーションマネジメント（PCM）のドライブメニューから直接、または設定可能なジョーカーキーを介してスポーツプラスドライビングモードを選択することで、エレクトリックスポーツサウンドを作動または解除することができます。
法律で要求される音響警告
一方で、低速走行時にアコースティックビークルアラーティングシステム（AVAS）は解除できません。欧州連合（EU）では、2019年7月1日から、電気自動車のこのような警告音の発生装置の取り付けが義務付けられています。EU規制は、20km/hまでの他の道路利用者を保護するアコースティックビークルアラーティングシステム（AVAS）の作動を規定しています。中国と日本にも同様の条件が当てはまります。この規制は、AVASの音を鳴らすか鳴らさないかについて非常に詳細な枠組み条件を定義しています。これは、特定のノイズ成分だけでなく、最小音量と最大音量にも適用されます。米国の同等の規制では、車両が静止しているときは警告音が必要であり、32km/hに達するまで騒音レベルを上げる必要があります。
ポルシェのエンジニアは、この音を法規制の枠組みの中で可能な限りエモーショナル、スポーティー、そしてパワフルになるように適合させました。AVASは、法的に要求される約50km/hの速度範囲を超えるとフェードアウトします。エレクトリックスポーツサウンドをオンにすると、AVASの音とエモーショナルなスポーツサウンドが互いに調和します。

[bookmark: _Toc67413138]バッテリー
[bookmark: _Toc67413139]高度なサーマルマネジメント：
800Vのシステム電圧
タイカンクロスツーリスモのアンダーボディに設置されたバッテリーは、低い重心とスポーティーな走行特性を保証します。ボディ構造の耐荷重コンポーネントであるバッテリーハウジングは、冷却および電子コンポーネントを収容して環境の影響からバッテリーを保護します。
サンドイッチ構造の防水ハウジングは、上部のカバーと下部のバルクヘッドプレートで構成されています。複数の区画に分割されたトラス設計のバッテリーフレームがその間に取り付けられています。バルクヘッドプレートの下にクーリングエレメントが接着されており、バッテリーハウジングはスチール製保護プレートによって固定されています。開発者は、バッテリーフレームに軽量アルミニウムデザインを選択しました。一方では、これはセルモジュールに多くの設置スペースを提供し、バッテリー容量が増加します。他方では、これによって車両を軽量化することができます。バッテリーフレームのMIG溶接（不活性ガスによる金属溶接）、バルクヘッドと保護プレートのレーザー溶接、バッテリー下のラインシステムの熱伝導性接着剤など、最新の接合技術が使用されています（以下をご覧ください）。
標準装備される2層構造のパフォーマンスバッテリープラスには、12個のセルから成る33個のセルモジュール（合計396個のセル）が含まれており、総容量は93.4kWhです。セル自体はポーチセルです。このセルタイプでは、電極スタックが剛性ハウジングではなく柔軟な複合フォイルに収納されています。これによって、バッテリーに利用できる長方形のスペースを最適に利用し、軽量化することができます。各モジュールは、電圧と温度をモニターするための内部コントロールユニットを備え、バスバーを介して相互接続されています。
800Vのシステム電圧：軽量な急速充電
パフォーマンスバッテリープラスを装備したタイカンは、通常の電気自動車の400Vの代わりに800Vのシステム電圧（電圧範囲610～835V）を備えた初の市販車です。これによって、一貫したハイパフォーマンスが可能になり、充電時間の短縮、軽量化、ケーブルの設置スペースの削減が実現されます。総容量は93.4kWhです。後席足元のバッテリーのくぼみである「フットガレージ」は、後席の座り心地を改善し、同時にスポーツカー特有の低い車高を可能にします。
ヒートポンプによるインテリジェントな機能
バッテリーは、ラインシステムとクーラントポンプを介して車両の冷却回路に統合されています。常に理想的な温度ウインドウで作動するように、冷却または加熱することができます。クーリングエレメントは、バッテリーボックスの外側に配置されており、熱伝達を可能にするためにバッテリーボックスの下側に接着されています。開発の基本的な目的は、できるだけ少ない熱を環境に放散し、冬季に可能な限りエネルギー効率を良くすることにありました。
バッテリーは、水冷式高電圧コンポーネントからの廃熱も保存することができます。つまり、バッテリーコンディショナーなどインテリジェントな機能によって車の最適な性能を保証する蓄熱装置やバッファーとして機能します。バッテリーのターゲット温度は、バッテリー充電と選択したドライビングプログラムに基づいて決定されます。これによって、スポーティーな走行特性と、ローンチコントロールの使用が可能になります。
充電のために車両を主電源に接続している場合、バッテリーは外気温に応じて特定の温度に事前調整されます。車内は、主電源とは関係なく事前調整することができます。
車両は、外気温、湿度、日射、現在選択しているドライビングモード、オートマチッククライメートコントロールシステムのそれぞれの設定に基づいて、エアコンシステムの電力消費量とコンポーネントの調整も決定します。これらの数値を使用して現在の航続可能距離が計算されます。パラレルプロセスでは、オプションのPIRM（ポルシェインテリジェントレンジマネージャー）が他のドライビングプログラムを背景予測します。ルートガイダンスの作動時に、航続距離の計算によってバッテリーの充電低下状態で目的地に到達することが明らかな場合、システムはよりエネルギー効率の高いドライビングプログラムとクライメートコントロールモードに切り替えます。
[bookmark: _Toc67413140]車両全体のサーマルマネジメント
[bookmark: _Toc67413141]インテリジェントな冷却と加熱 
サーマルマネジメントは、高電圧コンポーネントを冷却および加熱するための非常に効率的かつインテリジェントなシステムを中心に展開されます。これは、特に800Vテクノロジーによる高電圧バッテリーに適用されますが、オンボードDCチャージャー、DC/DCコンバーター、オンボードACチャージャーなどのその他の全ての高電圧コンポーネント、および電気モーター、パルス制御インバーター、トランスミッションなどのドライブコンポーネントにも適用されます。HV冷却回路は、必要に応じて車両の冷却システムに接続されます。
こうしてコンポーネントが必要とするだけの冷却能力を常に提供することで、過剰な熱の発生による出力損失を防ぎ、あらゆる運転モードでの最大限の柔軟性と、ポルシェ特有の車両要件を保証します。同時に、ポルシェチャージングプランナー（PCP）が、ルートガイダンスを起動した状態で充電ステーションに到達したときに最適な温度になるようにします。
ハードウェア面では、サーマルマネジメントシステムは、1個のクーラントラジエーター（フロント、進行方向左側）、3個のクーラントポンプ、6個のクーラントバルブ、2個のファン、および10個の水温センサーを含むネットワーク化されたラインシステムで構成されます。さらに、A/Cコンデンサー（フロント、進行方向右側）、独立したエバポレーター（チラー）、およびエアコン／冷房用熱交換器（iCond）などのエアコンコンポーネントが接続され、サーマルマネジメントシステムを補完します。
システム全体は、ネットワーク化された高度なコントロールユニットによって制御されています。高電圧バッテリーの利用可能な駆動力の総量と急速充電の可能性は、充電レベル（SoC）とセル温度に依存します。そのため、バッテリーの温度目標は、初期状態と必要な最終状態によって異なります。選択したドライビングモードも、ここで重要な役割を果たします。レンジモードでは、ドライブシステム、高電圧バッテリー、および最低限の電装品が、最大の効率で操作されます（クーラントポンプの速度を下げるなど）。対照的に、スポーツモードまたはスポーツプラスモードでは、対応するクーラントフローの温度目標は、エレクトリックシステムとパルス制御インバーターの性能が最大限に発揮されるように選択されます。
制御範囲は、従来のエンジン車よりも大幅に拡大されています。タイカンでは、車両全体のサーマルマネジメントに使用される回路だけでも、300種類以上の状態があります。ある特定の時点での最適なエネルギー状態は、これを基に常に計算され、調整されます。ローンチコントロールが利用できるなど、高度な可用性は、クーラント温度を大幅かつ急速に低下させることで実現します。計算された目的地／到着時刻における急速充電のための温度の事前調整も行われます。
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魅力的な車両に加えて、使い勝手の良い充電インフラとインテリジェントな充電ソリューションが電気自動車の成功の鍵となります。
タイカンクロスツーリスモのドライバーは、自宅で最大11kWの交流電流（AC）を使って自分の車を快適に充電することができます。22kWのオンボードチャージャーがオプションとして用意されています。このユニットを使用すると、バッテリーは標準の11kW ACチャージャーに要する時間の約半分で充電されます。2020年末からヨーロッパと北米でこのオプションの利用が可能になっています。
タイカンクロスツーリスモのドライバーは、路上では、バッテリーの高度な温度管理プログラムのメリットを受けます。これによって、バッテリーをより大きな電流（直流、DC）で充電できるようになり、プロセスが大幅にスピードアップします。約5分で100kmの走行に必要なエネルギーが充電されます（WLTP基準）。理想的な条件で最大充電容量（ピーク）270kWの800V充電ステーションを利用するとき、5～80%の充電レベル（SoC）に必要な充電時間は、22分30秒です。400Vの充電ステーションでの充電に備え、50kWまたは150kWのオンボードDCチャージャーが標準装備されます（地域によって異なります）。
タイカンクロスツーリスモは、左右のフロントサイドセクションに充電ポートを1つずつ備えています。交流電流を用いて左右いずれのポートでも充電できます。直流電流を用いる場合は、助手席側のポートで充電します（地域によって異なります）。オプションで電動充電ポートフラップを選択することができます。これは、充電ソケットのセンサーによって自動的に開きます。ポートドアは手の動きによって開きます。もうひとつの方法として、車内からセンターコンソールコントロールパネルで操作することもできます。
ポルシェは以下の充電機器も提供します。
· 3kgの携帯用ポルシェモバイルチャージャープラスを使えば、タイカンクロスツーリスモを自宅または路上において最大11kWで充電することができます。
· 同様に携帯用のポルシェモバイルチャージャーコネクトを使えば、タイカンクロスツーリスモを最大22kWで充電することができます。モバイルチャージャーコネクトは、5インチタッチディスプレイから直感操作されます。ホームネットワークからインターネットに接続してコネクト機能を使用することも可能です。バッテリーの現在の充電状態や残り充電時間などのデータを、画面上やリンクさせたスマートフォンまたはタブレット上に表示することができます。
· 付属のウォールブラケットをガレージに取り付けると、クリップインシステムを用いて、ポルシェモバイルチャージャープラスを簡単確実に装着することができます。ポルシェ充電ドックは、雨や破壊行為などの外部の影響からモバイルチャージャーコネクトを保護します。充電ケーブルは、使用しないときは充電ドックに巻き付けられます。
· ホームエナジーマネージャー（HEM）：電気技術者によって家庭用電力網に組み込むことができるこのインテリジェントなコントロールセンターは、自宅での問題のない便利な充電を保証します。ホームエナジーマネージャーは、パフォーマンス、時間、および費用に関して充電プロセスを最適化します。個別の家庭用電源を考慮して最大充電容量を確保します。
· さらに、ホームエナジーマネージャーは、一般的に、他の家電製品を使用していないときに車両充電プロセスを実行することができます。ホームエナジーマネージャーは、複数の車両の充電プロセスを同時に管理することもできます。このとき、スケジュール、優先度、予定出発時刻などの要素を考慮に入れます。ホームエナジーマネージャーは、充電費用の削減にも役立ちます。特定の時間帯に低額の電気料金が適用される場合、ホームエナジーマネージャーは、充電プロセスのスケジュールをその時間帯に変更することができます。
· HEMは、自家発電用に最適化された充電モードにより、国産の太陽光発電によるターゲットを絞った充電を可能にします。自由に設定できるバッテリーの最低充電レベルに達すると、システムは、建物で使用されていない太陽エネルギーのみを使用します。例えば、出発時刻や目的地SoCなどが考慮されます。
· モード3充電ケーブルを用いて公共の充電ステーションで充電することもできます。
ポルシェチャージングサービスは、さまざまなプロバイダーから提供される世界中の充電ポイントへのアクセスを可能にします。料金はポルシェ経由で一括請求されます。現在ヨーロッパでは、135,000ヵ所を超える充電ポイントでこのサービスを利用可能です。50kW以上のDC充電容量を備えた10,000ヵ所を超える充電ポイントが含まれます。中国では、すでにポルシェチャージングサービスによる213,000ヵ所の充電ポイントの利用が可能です。
また、ポルシェは世界中における急速充電のインフラ整備を支援し、いくつかのケースではパートナーと共同活動を行っています。
· パイロットシティの上海、北京、東京、大阪、名古屋、ロンドンにおいて、ポルシェチャージングサービスは、選ばれた場所にある4ヵ所の専用高出力充電ポイントで充電できる機会をお客様に提供します。
· アウディ、BMW、ダイムラー、フォード、ヒュンダイも参加するIonity合弁事業の一環として、ポルシェは、充電ポイントあたり最大350kWの容量を備えた高出力充電パークをヨーロッパ中の約400ヵ所に建設しています。
· ポルシェ正規販売店ネットワークにも、800V高出力充電ステーションが備えられる予定です。各ディーラーは、2020年末までに充電インフラとハードウェアの拡張に25万ユーロ以上を投資しました。
· 米国とカナダでは、Electrify AmericaとElectrify Canadaのネットワークの50kW以上のDC充電容量を備えた2,400ヵ所を超えるDC充電ポイントがポルシェチャージングサービスに統合されています。
· Charging as Mobility Service（CAMS）は、フォルクスワーゲングループのジョイントベンチャーです。その狙いは、中国の20の大都市において約4,000ヵ所のDC充電ポイントを稼働させることにあります。
· 一部の市場では、ポルシェは地域のパートナーと協力して、急速充電ルートの選択的な設置による充電インフラの開発に取り組んでいます。
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ポルシェの予測によると、タイカンのオーナーのおよそ80%は、自宅で夜間にバッテリーを充電します。ポルシェは、オーナー個々の充電状況を多段階で検討し、目的に応じた豊富な充電機器を提供します。
ポルシェチャージングプリチェックでは、車の購入希望者が自宅での充電が一般的に可能かどうかを関係者が早い段階で知ることができます。簡単なオンライン調査において、居住スペースおよび駐車スペースの状況、既存の電力接続、インターネットの可用性に関する情報を収集します。回答に基づき、見込み客は初期見積もりを受け取ります。個別の相談が必要なお客様は、プリチェックIDをポルシェ正規販売店に送ります。
ポルシェ正規販売店も車両購入前のホームチェックを提供します。電気技術者が現場で状況を確認し、後日、充電ステーションを設置することも可能です。ポルシェ正規販売店は、この自宅訪問の報告書を受け取ることで、充電機器の選択に関する最適な助言をお客様に与えることができます。
路上での充電：150,000ヵ所以上の充電ポイントを有するポルシェチャージングサービス 
充電作業の約20%が、公共の充電ステーションで行なわれます。そのため、ポルシェは顧客向けに独自のソリューションを開発しました。ドライブ中にお客様は、ポルシェチャージングサービスによってポルシェの充電ネットワークにアクセスし、充電ポイントを検索して充電を行うことができます。請求は、一括で保管された支払いデータに基づいて請求処理を行います。事業者ごとに登録する必要はありません。請求処理は国をまたいで行われ、単価は通貨に関係なく市場ごとに保証されます。対応する充電アプリとポルシェナビゲーションシステムは、選択した充電ステーションにお客様を案内します。
ポルシェチャージングサービスは、ヨーロッパの20ヵ国以上にある150,000ヵ所を超える公共のACおよびDC充電ポイントへのアクセスをお客様に提供しています。北米では、Electrify AmericaとElectrify Canadaの全ての充電ポイントがポルシェチャージングサービスに統合されています。中国では、すでにローカルチャージングサービスソリューションによる213,000ヵ所の充電ポイントがあります。ポルシェチャージングサービスは、提供を改善するために充電ポイントを継続的に追加統合しています。
アプリは、充電ステーションの位置および可用性、ならびに充電プロセスの価格に関するリアルタイム情報を提供します。以下の方法によって充電ステーションで本人確認が行われます。
· チャージングアプリでQRコードを読み取るか、または直接アプリを使用する
· サービス登録後に無料で受け取るポルシェタイカンチャージングカードを使用する
· 充電プラグを接続するだけで確認が行われるプラグ&チャージ機能を使用する。それぞれの市場の充電インフラの可用性に加えて、ポルシェチャージングサービスの充電契約などが前提条件となります。認証データが車両に保存されるため、充電ステーションは接続車両を自動的に識別します。 ISO規格15118が、インフラと車両間の通信の不正防止を保証します。支払いも自動的に処理されます。プラグ&チャージは、ドイツ、ノルウェー、デンマーク、スウェーデン、フィンランド、イタリア、チェコ共和国のIonity充電ステーションですでに稼働しています。2021年前半には、さらにヨーロッパの12ヵ国が続きます。米国とカナダでも、2021年前半に、Electrify AmericaとElectrify Canadaの多数の充電ポイントでプラグ&チャージの利用が可能になります。
ポルシェチャージングサービスの全ての充電作業がカーボンニュートラルです。ポルシェのドライバーは、グリーン電力充電ステーションフィルターを使用して利用可能な充電ステーションをフィルタリングすることができます。このとき、充電に指定された電力が使用される充電ステーションのみが表示されます。他の充電ステーションで発生する全てのエミッションは、ポルシェ企業の&Charge GmbHとの協力で、ポルシェチャージングサービスによって自動的に相殺されます。ヨーロッパ、米国、カナダでは、最初の3年間のポルシェチャージングサービスの使用が含まれています。充電プロセスの料金は、使用電力量（kWh）と充電時間に依存します。価格は詳細に表示され、出力クラス/充電速度に応じて等級分けされます。iOSまたはAndroidオペレーティングシステムを搭載する全ての携帯機器でアプリの使用が可能で、全てのタイカンユーザーがこのサービスを利用することができます。現在、ポルシェハイブリッド車でのご利用はできません。
Ionity高出力充電ネットワーク：ヨーロッパの主要幹線道路に400ヵ所のステーション
ジョイントベンチャーIonityの立ち上げに伴い、BMWグループ、ダイムラーAG、フォードモーターカンパニー、ヒュンダイおよびフォルクスワーゲングループが、ヨーロッパにおける最も広範な電気自動車用高出力充電ネットワークへの道を開くためにポルシェAGに加わりました。
Ionityは、合計400ヵ所の高出力充電パークを建設および運営し、そのうち335ヵ所はすでに完成しています（2021年2月15日時点）。ステーションは、ヨーロッパの大部分の地域の高速道路や主要幹線道路に設けられる予定です。ステーションは誰でも利用でき、平均120km間隔で配置されます。Ionityは、Tank & Rast、Shell、Circle Kなどの強力なビジネスパートナーと提携し、これらのパートナーの魅力的な立地からとりわけメリットを得ています。それぞれのIonity高出力充電パークは、複数の充電ポイントを備えます。ネットワークは、欧州充電規格の複合充電システム（Combined Charging System：CCS ）を使用します。充電ポイントあたり350kWの充電容量は、タイカンクロスツーリスモなどの適切に設計された車両を、現在利用可能なシステムよりもはるかに素早く充電することを可能にします。
バッテリー節約充電モードは新機能です。お客様が走行中に長めの休憩を予定する場合、適切な充電ポイント（Ionity高出力充電ステーションなど）の充電容量を約200kWに制限することができます。これは、バッテリーの寿命を延ばし、全体的な電力損失が減少します。ドライバーは、センターディスプレイでバッテリー節約充電モードを選択することができます。もちろん、お客様がこのオプションを選択しない場合は、800V高出力充電ステーションで最大270kWの充電容量を引き続き使用することができます。
さらなるハイライトが、専用のポルシェデスティネーションチャージングです。これによって、BEVとPHEVのお客様は、主要目的地においてポルシェを無料で充電することができます。50ヵ国以上の特定のホテル、空港、美術館、ショッピングモール、スポーツクラブ、マリーナなどに、すでに2,000を超えるAC充電ポイントがあります。ネットワークのさらなる拡大が本格化しています。
※充電インフラおよびチャ―ジャーの仕様は国により異なります。
また、ポルシェは世界中における急速充電のインフラ整備を支援し、いくつかのケースではパートナーと共同活動を行っています。
· パイロットシティの上海、北京、東京、大阪、名古屋、ロンドンにおいて、ポルシェチャージングシステムは、選ばれた場所にある4ヵ所の専用高出力充電ポイントで充電できる機会をお客様に提供します。
· ポルシェ正規販売店ネットワークにも、800V高出力充電ステーションが備えられる予定です。
· 米国とカナダでは、Electrify AmericaとElectrify Canadaが、50kW以上のDC充電容量を備えた2,400ヵ所を超えるDC充電ポイントを設置しています。
· Charging as Mobility Service（CAMS）は、フォルクスワーゲングループの中国の合弁事業です。その狙いは、中国の20の大都市において約4,000ヵ所のDC充電ポイントを稼働させることにあります。
· 一部の市場では、ポルシェは地域のパートナーと協力して、急速充電ルートの選択的な設置による充電インフラの開発に取り組んでいます。
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ポルシェチャージングプランナー（提供されない国もあります）は、急速充電に関して、路上での充電プロセスを極めてインテリジェントに制御します。ルート案内が起動されると、システムは、お客様が長距離であってもリラックスして時間を無駄にすることなく移動できるように支援します。
まず、ナビゲーションシステムが、リアルタイム交通情報を考慮に入れながら、最速または最短のルートを計算します。目的地での希望の充電レベルを入力することも可能です。予測される充電レベルがこの目標値を下回る場合、チャージングプランナーは、目的地において希望の航続距離を確保できるように充電ステーションへの立ち寄りを考慮に入れます。
このプランでは、ステーションで得られる電力とこれに基づいて計算された充電時間を考慮し、目的地SoCをルートに必要なエネルギー量に自動的に適合させます。ルート上にないステーションも対象に含まれます。これは、大容量のステーションを選ぶことで、全体の移動時間をさらに最適化できることを意味します。到着時刻を求める際には、それぞれの充電時間が考慮に入れられます。
充電ステーションに立ち寄ったときに利用可能な最大充電容量を最適に利用できるように、システムは、バッテリーの状態をあらかじめ調整しておきます。チャージングプランナーは、ルート案内処理全体を通じて作動し、リアルタイム交通情報を考慮に入れながら、充電ステーションへの立ち寄りを含むルート計算を継続的に最適化します。タイカンのポルシェコネクトパッケージは、3年間（地域によります）のチャージングプランナーの使用に必要なオンライン機能を含みます。
データベースエントリーがローカルに保存されるため、チャージングプランナーはオフラインでも充電ステーションへの立ち寄りをお勧めすることができます。
バッテリー節約充電モードは新機能です。お客様が走行中に長めの休憩を予定する場合、適切な充電ポイント（Ionity高出力充電ステーションなど）の充電容量を約200kWに制限することができます。これは、バッテリーの寿命を延ばし、全体的な電力損失が減少します。ドライバーは、センターディスプレイでバッテリー節約充電モードを選択することができます。もちろん、お客様がこのオプションを選択しない場合は、800V高出力充電ステーションで最大270kWの充電容量を引き続き使用することができます。 
ポルシェインテリジェントレンジマネージャー 
オプションとして、チャージングプランナーの機能の範囲は、ポルシェインテリジェントレンジマネージャーによって拡張することができます（提供されない国もあります）。ルート案内が起動されると、チャージングプランナーは常にバックグラウンドで作動し、できる限り快適に最短の時間で移動できるように、全てのシステムパラメーターを再び最適化します。
ノーマル、スポーツ、スポーツプラス、およびインディビジュアルの各ドライビングモードにおいて、ポルシェインテリジェントレンジマネージャーは、例えば最高速度を制限すると同時に充電ステーションに立ち寄る回数を減らすことで目的地により早く到着できそうな場合は、ルートを自動的に最適化します。計算は、バックグラウンドで自動的に行われます。代替ルートは選択肢として提案され、ポルシェコミュニケーションマネジメントシステム（PCM）の代替ルートで呼び出すこともできます。
ドライバーがルートを確認すると、タイカンは自動的にレンジモードに切り替わります。これにより、特に複数回の充電が必要な長距離走行において、移動時間がより短いルートが決定されます。
レンジモードでは、ポルシェインテリジェントレンジマネージャーが、必要に応じて速度制限とエアコンモードを自動的に変更します。これで、速度制限とエアコンの手動設定と合わせて最も経済的な運転が可能になる一方で、ポルシェインテリジェントレンジマネージャーは、経路、地形、速度、および交通情報に基づいてルートをダイナミックに最適化します。こうすることで、快適性を損なうことなく、移動時間を最小限に抑えることができます。
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妥協のないスポーツ性能から快適性まで：さまざまな設定を備えたタイカンクロスツーリスモのシャシーは、未舗装道路でも大きなドライビングプレジャーを提供します。基本レイアウト：ポルシェは、フロントに鍛造アルミ製ウィッシュボーンアームと中空鋳造アルミニウム製軽量ピボットベアリングを装備したダブルウィッシュボーンアクスルを採用しています。リアサスペンションには、上部に鍛造アルミ製ウィッシュボーンアーム、下部に中空鋳造アルミニウム製ウィッシュボーンアームを備えたマルチリンクアクスルを採用しています。バランスの取れた前後間の軸荷重配分は、49.7/50.3%（タイカン4クロスツーリスモ）から48.8/51.2%（タイカンターボSクロスツーリスモ）の間です。
アダプティブエアサスペンションには、スマートリフト機能も装備されています。これは、道路のバンプやガレージのドライブウェイなど、いつも通る特定の場所で車高を自動的に持ち上げるようにプログラムします。シャシースイッチを押すだけで場所を保存することができます。
ポルシェ4Dシャシーコントロール：知性を持った指令センター
ポルシェは、タイカンクロスツーリスモのシャシーに中央ネットワーク化されたコントロールシステムを採用しています。4Dシャシーコントロールは、3次元すべて（前後方向、横方向、垂直方向）の加速度からその時点の走行状況を分析し、車両のステータスを算出します。このステータスデータは、リアルタイムで全てのシャシーシステムが共有します。この車両ステータスが、シャシーコントロールの4つ目の次元（4D）となり、システムは今後の走行状況に対して総合的に反応します。
PASM：リアルタイムで分析と同期
電子制御ダンパーコントロールシステムのポルシェ アクティブサスペンションマネジメント（PASM）が標準装備されています。このシステムは、路面状態や現在のドライビングスタイルに応じて各ホイールの減衰力を常時調整します。
では、PASMはどのように機能するのでしょう？素早い加速やブレ―キング、素早いコーナリング、起伏のある道を走行しているときのボディの動きをセンサーが記録します。PASMは記録したデータをポルシェ4Dシャシーコントロールに送ります。コマンドセンターは、現在の車両の状態を算出し、選択したモードに応じてダンパー特性とスプリングレートを調整します。3チャンバーエアサスペンション技術により、ミリ秒単位でエアサスペンションの容量を切り替えることができます。4Dシャシーコントロールシステムでは、他の電子制御サスペンションシステムの制御パラメーターもそれに応じて調整します。結果は明らかです。優れた走行安定性、パフォーマンス、快適性。
タイカンは、一般的なツインチューブダンパーではなくシングルチューブダンパーを採用しています。これは軽量であるだけでなく、より優れたレスポンス、快適性、スポーツ性との間の優れたバランスを提供します。
スマートリフト機能を備えたアダプティブエアサスペンション
タイカンクロスツーリスモの3チャンバーエアサスペンションは、幅広いスプリングレートを提供します。シャシーの基本的なスプリングレートを低く設定できるため、より快適になります。スプリングレートは電子制御され、例えば加速時や制動時など、必要に応じてわずか数秒で調整されます。容量を制御することでボディロールが低減されます。
アダプティブエアサスペンションには、スマートリフト機能も装備されています。これは、道路のバンプやガレージのドライブウェイなど、いつも通る特定の場所で車高を自動的に持ち上げるようにプログラムします。シャシースイッチを押すだけで場所を保存することができます。スマートリフト機能は、効率と走行快適性の間の可能な限り最善の協調点に車を調整し、高速道路の走行で車の車高に積極的に影響を与えることもできます。
さらにこのエアサスペンションは、一般的な車高制御によるメリットを提供します。つまり、車両の積載状態（負荷）に関係なく車高を常に同じレベルに、あるいは希望するレベルに保つことができます。それと同時に、フロント部分の車高を2段階に調整し、ノーズを下げることで航続距離を最適化することができます。ノーマルレベルに加え、ドライビングモードに応じて他のレベルに調整することができます（詳細はドライブのセクションをご覧ください）。
グラベルモードを選択すると、車高にも影響します。オフロードデザインパッケージ非装備車では、ミディアムレベルで車高が10mm高いため、オフロードデザインパッケージ装備車と同じ高さになります。グラベルモードにすると、エアサスペンションは120km/hまでの速度でこのレベルを維持してから、ボディを再び10mm下げます。
リフトレベルと同様に、グラベルモードでも、ラフロード走行中の停車後に車がミディアムレベルで発車するのを防ぐ機能が備わります。
レンジモードとスポーツプラスモードでは、車高は常に最も低い位置（-22mm）になります。
· リフトレベルでは、例えば地下駐車場に入るときなどにフロントスポイラーが路面と接触しないように車高を20/30mm（オフロードデザインパッケージ非装備/装備）持ち上げます。この車高は車速30km/h以下で設定することができます。
· 車速が90km/h以上になると、タイカンの車高は10mm下がります。
· また車速が180km/hに達すると、車高が自動的に22mm下がり、高速走行に合わせてロードホールディングとエアロダイナミクスを高めます。
アクティブロール安定化システムのPDCCスポーツ：迅速な反応と優れた効率
アクティブロール安定化システムのポルシェダイナミックシャシーコントロールスポーツ（PDCC Sport）は、電気機械式スタビライザーを使用します。システムは、必要に応じてわずか200ミリ秒で反応し、スタビライザーを固くしてボディロールを防ぎます。これによって、PDCCは、油圧式アクチュエーターを使用する同様のシステムよりも30%以上反応が早くなります。さらに、システムのエネルギー消費量が少ないことです。これは、電気自動車にとって特に重要です。
ポルシェトルクベクトリングプラス（PTV Plus）：より俊敏なターンイン
ポルシェトルクベクトリングプラス（PTV Plus）は、左右後輪の駆動トルク配分を変化させるため、リアアクスルに電子制御ディファレンシャルロックを装備しています。PTV Plusは、コーナーを抜けて加速する場合には、ディファレンシャルをロックすることでトラクションを改善します。
リアアクスルステアリング：最大のステアリング精度と容易な操縦
リアアクスルステアリングがオプションで用意されています（タイカンターボSクロスツーリスモには標準装備）。これを装備すると、快適性、走行安全性、ドライビングダイナミクスがさらに向上します。車両はステアリング操作に遅延なく反応し、後輪の横方向の加速度が素早く立ち上がります。その結果、さらに優れたステアリング精度を実現します。
車速約50km/hまでの低速域では、後輪は前輪と反対方向に操舵されます。操舵角は走行速度に依存し、最大2.8度です。これによりホイールベースが短くなったのと同じ効果が得られ、コーナリング時のダイナミックなステアリングレスポンスを実現します。同時に、旋回円が約60cm小さい11.4mになるため、操縦が容易になります。さらに、タイカンのリアアクスルステアリングにはパワーステアリングプラスも組み合わされるため、低速域でのステアリングアシストをより強力にサポートします。
車速が約50km/hを超えると、車速に応じて後輪は前輪と同じ方向に操舵されます。実質的にホイールベースが長くなったのと同じ効果が得られ、高速道路などで車線変更するときの安定性が向上します。
ブレーキ：セラミック素材を使用した高性能システム
オプションの高性能ポルシェサーフェスコーテッドブレーキ（PSCB、タイカンターボクロスツーリスモには標準装備）は、鋳鉄製ディスクにタングステンカーバイド層をコーティングし、制動性能と耐摩耗性を向上させます。同時に、リムの汚れの原因となるブレーキダストの量が減少します。PSCBは、電気自動車に特にメリットがあります。ドライビングスタイルによっては、回生によって通常ブレーキの使用頻度が減るため、優れた耐腐食性を備えたPSCBのブレーキディスクは常に光沢のある状態を維持します。
ブレーキシステムの最上位機種は、タイカンターボSクロスツーリスモに標準装備されるポルシェセラミックコンポジットブレーキ（PCCB）で、軽量なブレーキディスクの外径は、フロント420mm、リア410mmです。
ブレンディングブレーキシステムによって、バッテリーの温度や充電状態にかかわらず、制動の挙動や感覚は一定に保たれます。
以下は標準ブレーキシステムの概要です。
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	ブレーキシステム
	ブレーキキャリパーのカラー
	フロント
	リア

	
	
	
	寸法
	ピストン数
	寸法
	ピストン数

	4
	鋳鉄製ブレーキ
	ブラック
	360 x 36 mm
	6
	358 x 28 mm
	4

	4S
	鋳鉄製ブレーキ
	レッド
	360 x 36 mm
	6
	358 x 28 mm
	4

	ターボ
	ポルシェサーフェスコーテッドブレーキ（PSCB）
	ホワイト
	410 x 38 mm
	6
	365 x 28mm
	4

	ターボS
	ポルシェセラミックコンポジットブレーキ（PCCB）
	イエロー
	420 x 40 mm
	10
	410 x 32 mm
	4


ホイール：複数のサイズ、豊富なデザイン
ホイールのラインアップは、19インチ（タイカン4クロスツーリスモとタイカン4Sクロスツーリスモに標準装備）と20インチサイズ（タイカンターボクロスツーリスモとタイカンターボSクロスツーリスモに標準装備）で構成されています。オーラムやディープブラックメタリックなどの多数の塗装仕上げに加え、カーボンエアロブレードを備えたエクスクルーシブデザインホイールもカスタマイズの幅を広げます。
[bookmark: _Toc67413150]パッシブセーフティ
[bookmark: _Toc67413151]バッテリーハウジングを構造的に統合したハイテク軽量構造
ポルシェタイカンクロスツーリスモは、エレクトリックパワートレインとバッテリーを収めた新設計のハイテク軽量ボディを備えます。全てのコンポーネントが軽量構造を考慮して設計および最適化されています。内部に負荷経路を備える高電圧バッテリーは、インテリジェントにボディ構造に統合されています。
バッテリーモジュールは、衝突時に最大のパッシブセーフティと高電圧の安全性が得られるようにバッテリーフレーム内に組み込まれています。構造的に統合されたバッテリーハウジングは、複数の階層で構成されています。この設計の中心はシール溶接された軽量アルミニウム構造のバッテリーフレームで、 重量が最適化されます。特に剛性の高いオールラウンドフレームとクラッシュボックスエレメント内部のトラス構造によって、衝突が発生した場合の保護が強化されます。鋼板がバッテリーと冷却構造を、下からの損傷から保護します。
タイカンクロスツーリスモのクラッシュセンサーは、電気自動車特有の要件を満たすために開発されました。そのため、追加のセンサーを使用して、衝突時には高電圧機器を確実に遮断します。エアバッグが展開する事故が発生した場合、予防措置として車両のバッテリー接続を切断し、電圧を遮断します。事故が発生した場合、車両のいくつかの高電圧切断ポイントによって、緊急サービスの迅速かつ安全な介入が可能になります。全てのヒューズとバスバーは車両の中央に配置されています。遮断ユニットを含むバッテリーマネジメントシステムも、センターコンソールの保護されたエリアに配置されています。
衝突時の負荷経路：新時代に向けた新しい取り組み
新開発のフロントの設計によって、衝突時の要件を満たし、ノーズに大きなラゲッジコンパートメントスペースが追加されるように負荷経路を設計することができます。歩行者は、アクティブボンネットで保護されます。
側面衝突の際に発生する大きな力は、ボディと構造的に統合された高電圧バッテリーの両方を介して分散されます。このコンセプトによって、タイカンクロスツーリスモは最小限の重量で最大限のパッシブセーフティと乗員保護を実現することができます。
後面衝突に関連する全ての構造的負荷経路は、重量を最適化するアルミニウム製です。リア構造は、複数の構造ノードで鋳造技術が採用されています。最適化された形状設計と機能が同時に統合されるため、必要な材料が少なくなりました。
安全装備：8つのエアバッグを標準装備
衝突に対して最適化されたボディに加え、広範なパッシブセーフティシステムが最大限の保護を保証します。シート構成に応じて、フォースリミッター付3点式シートベルトが4つまたは5つ標準装備されます。ポルシェサイドインパクトプロテクションシステムは、ドアの側面衝突保護エレメントと、フロントシートのサイドサポートに組み込んだ胸部エアバッグで構成されています。サイドプロテクションシステムは、ルーフフレーム全体とAピラーからCピラーまでのサイドウインドウを覆うカーテンエアバッグで構成されています。従来のフルサイズエアバッグと、運転席と助手席のそれぞれにニーエアバッグが備わります。ニューポルシェタイカンクロスツーリスモには、合計8つのエアバッグが標準装備されます。リアのサイドエアバッグがオプションに用意されています。リアシートの外側シートのISOFIXブラケットによって、適合するチャイルドシートを確実に固定することができます（オプションで、助手席エアバッグ解除機能を備えた助手席シートにも装着できます）。
[bookmark: _Toc67413152]アシスタンスシステム
[bookmark: _Toc67413153]あらゆる状況でサポート 
ニュータイカンクロスツーリスモは、多数のコンフォートシステムとアシスタンスシステムを備えます。これらのシステムは、車両の安全性を高めるだけでなく、走行を快適にします。超音波、レーダー、カメラシステムを使用して車両周辺の環境を精査する多数の高機能センサーも装備されています。ワイヤレスモバイル通信と高性能な集中制御ユニットを組み合わせてセンサーが提供する情報を処理し、リアルタイムでドライバーをアシストします。
アシスタンスシステムの概要
	標準装備
	オプション装備

	アダプティブスピードリミッターを含むクルーズコントロール
	アダプティブクルーズコントロール
·  オートマチックディスタンスコントロール
·  ストップ&ゴー機能
·  ターンアシスト（フロント）
·  プリクラッシュベーシック/フロント
·  リバーシブルベルトテンショナーとレーダーアシストを備えたエマージェンシーアシスト
	トラフィックジャムアシストを含むアダプティブクルーズコントロールトラフィック ジャム アシスト
· アクティブレーンキープアシスト
· ロードワーク&ボトルネックアシスト
· スワーブアシスト
· インターセクションアシスト

	アダプティブクルーズコントロールを含むポルシェ イノドライブ

	警告およびブレーキアシストシステム
· 制動距離短縮システム
· フォワードコリジョンウォーニングオブジェクト
· 歩行者とサイクリスト予測保護
	
	
	

	
	ナイトビジョンアシスト
	
	

	警告表示と警告音によるフロントおよびリアパークアシスト
	リバースカメラを含むパークアシスト
	· インテリジェントパークアシスト
· 出口警告
· マニューブリングアシスタントおよびカーブアラート
· レーンチェンジアシスト
· サラウンドビュー付リクワイアーズパークアシスト
· リクワイアーズコンフォートアクセス
	

	
	サラウンドビューを含むパークアシスト
· カーテシミラーライティング
	
	

	道路標識認識を含むレーンキープアシスト
· レーンキープアシスト
· 道路標識認識
· コーナー通知
	レーンチェンジアシスト
· ターンアシスト（リア）

	
	


優れた快適性と効率：ポルシェイノドライブ 
ポルシェイノドライブは、ポルシェに期待される快適性、高効率、およびドライビングエクスペリエンスを実現するために最適な速度制御を提供します。レーダーおよびビデオセンサーのデータとナビゲーションデータに基づいて、車速が、制限速度や道路の地形（勾配、コーナー）に合わせて予測的に適合されます。加速と減速（コースティングを含む）の制御はポルシェイノドライブが行います。最大3kmの距離を予測するシステムの機能とドライビングプログラムのリアルタイムの最適化によって、調和のとれた効率的な走行が可能になります。ポルシェイノドライブは、コーナー、ラウンドアバウト、制限速度に応じて自動的に車速を調整します。前方車両との距離を検出し、他車が割り込んでくる場合にも車間距離を調整します。
システムの基本設計は、最大限の快適性が得られるように設計されています。ドライビングスタイルを最適化し、できるだけ加速や減速を抑え、可能な限り滑らかな走行を実現します。一方、ポルシェイノドライブのスポーツモードでは、慣れていないルートでも、ダイナミックかつ適切な走行を可能にします。ドライビングスタイルはダイナミックでも、車両の限界をはるかに下回るレベルを維持します。
ポルシェイノドライブの追加機能：
· アクティブレーンキープアシストは、整備された田舎道や高速道路でのアダプティブクルーズコントロールと車線維持機能を強化します。システムは前方の交通状況やシステムの検知範囲内の車線を考慮し、交通渋滞時などに、連続的にステアリング操作に介入して車を車線の中央に維持します。
· スワーブアシストは、差し迫った状況において、ドライバーが障害物を避けて車を操縦するのを助けます。
· インターセクションアシストは、交差点において、横断車両や対向車線の車両を見落とした場合に、警告表示、警告音、振動ブレーキの振動によってドライバーに警告します。

[bookmark: _Toc67413154]エアコンディショナー
[bookmark: _Toc67413155]フルオートマチッククライメートコンフォート
ポルシェは、エアコンシステムに知能を追加します。タイカン クロスツーリスモでは、エア吹き出し口は電動制御され、初めてエアコンシステムの完全自動制御に統合されました。ドライバーと乗員は、この革新的なシステムから、 エア吹き出し口のすっきりとしたルーバーのない外観、直感的で迅速な操作、改善された音響特性などのさまざまな方法でメリットを受けます。
電動吹き出し口の統合によって、2つの自動モードを備えます：センターコンソールの操作パネルで「ベンチレーション」スイッチを1回タップすると、センターディスプレイにベンチレーションメニューが表示されます。次に、自動モード（ダイレクトな高速冷房の「フォーカス」と、ドラフトフリーエアコンの「ディフューズド」）を選択します。
インディビジュアルモードの選択も可能です。このとき、サイド吹き出し口とセンター吹き出し口からの空気の流れの方向を個別に調整することができます。個別のエアコン設定はカスタマイズプロセスの一部として保存され、複数のユーザーによる独自の車両設定が可能です：車両キーごとに1つの個別設定が保存されます（8本まで追加可能）。タッチコントロールパネルで希望温度を設定することができます。
エアコンシステムの操作はバックグラウンドで行われ、快適な温度がほぼ自動的に維持されます。そのため、ドライバーと乗員は、ドライビングエクスペリエンスに集中することが可能です。
この革新的なアドバンストクライメートコントロールシステムは2ゾーンの自動温度調節システムで、標準装備されます。4ゾーンの自動温度調節システムのアドバンストクライメートコントロールをオプションで注文すると、5.9インチタッチディスプレイを介して後席で操作できます。両席のエアコンモードは個別調節可能で、フロントで「インディビジュアル」モードにしてから操作します。仕様によっては、後席のシートヒーターもディスプレイから操作されます。
ポルシェの開発エンジニアたちが車内快適性に多大な努力を注ぎました。それは、タイカンクロスツーリスモが、アルミニウムルーフとガラスルーフのどちらを使用しているかによって設定されるエアコンシステム専用ソフトウェアを装備していることからも明らかです。
ヒートポンプがオプションに用意されています。これはパワートレインからの廃熱を利用して、車内を効率的に暖房します。外気温が20°C未満でエアコンが作動している場合、ヒートポンプはエネルギーの節約に役立ち、航続距離にプラスの効果をもたらします。
[bookmark: _Toc67413156]装備
[bookmark: _Toc67413157]アクティブなライフスタイルのためのアクセサリー
ラゲッジコンパートメントの標準バッグフックなどの実用的ディテールが、タイカンクロスツーリスモの日常の使いやすさを向上させます。これはラゲッジコンパートメントカバーのマウントとしても機能し、使用しないときは車両に収納されます。収納パッケージも標準装備され、フロントとリアのセンターコンソールの収納ボックスと、ラゲッジコンパートメントの2つの固定ストラップが含まれます。オプションでラゲッジコンパートメント用パーティションネットの利用が可能です。
オプションの専用オフロードルック
オプションのオフロードデザインパッケージによって、タイカンクロスツーリスモの特徴をさらにシャープにすることができます。この装備バージョンを使用すると、フロントエプロン、サイドシル、リアディフューザーに専用フラップが統合されます。いずれの場合も、ホイールハウスの前後に取り付けられます。オフロードデザインパッケージには、ダッシュボードのコンパスと、ミディアムレベルで10mm増加した最低地上高も含まれます。専用オフロードデザインの20インチ軽合金製ホイールも用意されています。
広範な標準装備
ポルシェは2021年モデルの標準装備をアップグレードしました。もちろんニュータイカンクロスツーリスモモデルもそのメリットを受けています。デジタルラジオが標準装備されます。DAB、DAB+、DMBオーディオフォーマットのデジタル放送ラジオ局は、非常に優れた音質を提供します。さらに、コネクティビティーの標準装備も強化されています。例えばApple®ポッドキャストを単独のメディアソースとして選択できるようになりました。
タイカン4クロスツーリスモとタイカン4Sクロスツーリスモのすでに広範な標準装備には、LEDヘッドライト、アドバンストクライメートコントロール（4ゾーン）、マルチファンクションスポーツステアリングホイール、パーシャルレザーインテリア、8way電動調節機能付コンフォートシートが含まれます。
タイカンターボクロスツーリスモには、ポルシェトルクベクトリングプラスとともに、14way電動調節機能付コンフォートシートが標準装備されます。タイカンターボSクロスツーリスモは、18way電動調節機能付アダプティブスポーツシート、レザーフリー ツートンインテリア、リアアクスルステアリング、スポーツクロノパッケージ、ポルシェエレクトリックスポーツサウンドを標準装備しています。常に標準装備されるのが、オンラインナビゲーションを含むポルシェコミュニケーションマネジメントシステム（PCM）、ポルシェチャージングプランナー（PCP）[footnoteRef:2]、携帯電話用設備、オーディオインターフェース、ボイスコントロールです。Porsche Connectパッケージ（地域専用装備、多くの市場で36ヵ月間利用可能）には、Apple® ミュージックとオンラインラジオによるミュージックストリーミング、リモートおよびE-モビリティサービス（充電および航続距離マネジメント、パーキングエアコンディショナーを含む）の他、多くのPorsche Connectサービスが含まれます。標準装備されるポルシェビークルトラッキングシステム（PVTS）は、車両をモニターし、盗難を自動的に検知します。 [2:  市場に応じて入手可能] 

標準装備のサウンド パッケージ プラスには10個のスピーカーと出力150Wが備わります。タイカンターボクロスツーリスモとタイカン ターボSクロスツーリスモに標準装備され、タイカン4クロスツーリスモとタイカン4Sクロスツーリスモにオプションで利用可能なBOSE®サラウンドサウンドシステムは、サブウーファーを含む合計14個のスピーカーと出力710Wの14チャンネルアンプで構成されています。BOSE®センターポイント2テクノロジーにより、ステレオソースをサラウンドモードで再生することができます。
とりわけ広い車内に適合するオプションのBurmester®3Dハイエンド サラウンド サウンド システムは、出力1,455Wにおよび、25cm/400WのD級アンプ内蔵アクティブサブウーファーを含む個別調整が可能な21個のスピーカー、2wayセンターシステムを備えます。3D ハイエンド サラウンド テクノロジーが魅力的で均質なサウンドを実現します。専用ツイーター（AMT-エアモーショントランスフォーマー）や2,500cm2を超える音響的に有効なダイヤフラム面積などの最新のハイエンドコンポーネントによって、大音量でも精確な再生が可能です。複数のサウンドプリセットによってトップクラスの音楽体験が可能になります。マイクロフォンテクノロジーに基づいたサウンドコンディショナーは、走行条件に応じてリアルタイムにサウンドをきめ細かく適応させます。さらに、サウンド エンハンサーは、MP3などの圧縮ファイル形式のオーディオ品質を向上させます。
細部に違いのあるスポーティーな外見
各モデルは、エクステリアデザインの細部が異なります。以下は最も重要な差別化装備の概要です。
	タイカンクロスツーリスモ
	タイカン4
	タイカン4S
	タイカンターボ
	タイカンターボS

	フロントロアエプロンインレイ
	[bookmark: _Ref61272448]ブリリアントシルバー塗装[footnoteRef:3] [3:  オプションでベスビオグレー（シルバーカラーのエクステリアカラーとの組み合わせは使用不可）] 

	カーボン

	サイドウインドウトリム
	ブラック
	ハイグロスシルバー
	ハイグロスブラック（オプションでハイグロスシルバー）

	ドアシルガード
	ブラック
	ブラッシュアルミニウム、シルバー
	マットカーボン、イルミネーテッド

	ブラックのサイドシルインレイ
	ブリリアントシルバー塗装4
	カーボン

	ホイールアーチトリム
	ブラック
	ハイグロスブラック塗装

	エクステリアミラーベース
	ブラックのミラーベース
	エクステリアカラー仕上げ、ブラックのミラーベース
	エクステリアカラー仕上げ、ハイグロスブラックのミラーベース

	リアディフューザーインレイ
	ブリリアントシルバー塗装4
	カーボン

	テールゲートのモデル名
	シルバー
	ハイグロスブラック

	ホイールハブカバーのポルシェクレスト
	モノクローム
	カラー


新しいポルシェパフォーマンスルーフボックス：200km/hまで認証
ポルシェの新しいパフォーマンスルーフボックスは、わずか数ステップでタイカンクロスツーリスモのルーフレールに取り付けることができます。最大480リッターの容量を備えたこのルーフボックスは、マカン、パナメーラ、タイカン、カイエンの製品ラインについて200km/hまでの速度で認証されているため、パフォーマンスの名称が付いています。ポルシェは、高速走行時に追加のラゲッジスペースを使用したいという多数の顧客の要望に応えます。ルーフボックスの認証に先立って、エアロダイナミクスと車両のハンドリングに関する広範なテストが行われました。
ルーフボックスは両側から開くことが可能で、積み込みが容易です。簡単な取り扱いと日常の使いやすさに加え、スポーティーで純粋なデザインも重要な特徴です。ルーフボックスはスタジオF. A. Porscheと協力して設計されました。わずかなカウンターカーブ形状とセパレーションエッジを備えたデザインは、フォルムは機能に従うという原則に基づいています。ボックスのリアには、立体的な“Porsche”ロゴが飾られています。
デザインをカスタマイズするために、さまざまなカスタマイズオプションを利用することができます。ハンドルにも、ボックスと同様に、ハイグロスブラック、ドロマイトシルバー、キャララホワイト、またはボルケーノグレー メタリックの利用が可能です。さらに、プライマー供給も可能で、どちらもポルシェ正規販売店でお好みの色に塗装することができます。
ポルシェデザインスポーツクロノパッケージ：車と手首のためのスポーティーなタイムキーパー 
昨年発表されたポルシェデザインスポーツクロノパッケージは、タイカンクロスツーリスモですでに利用可能です。ここには、ポルシェと手首の両方のスポーティーなタイムキーパーが含まれます。
· クロスツーリスモのダッシュボードには、ラジアル仕上げの高品質メタル文字盤、セラミックインデックス、Superluminova®コーティングの針を備えたアナログ表示の電子時計が装備されます。特殊な入射光技術によって、暗い場所や光線の弱い場所でも時刻を最適に読み取ることが可能で、外見はおなじみのポルシェデザイン時計に対応します。
· スポーツカーの時計に合わせて、3種類の3針ウォッチ（クロノグラフとスモールセコンド付）が用意されています。機械式ポルシェデザインキャリバーを搭載したこれらのウォッチは、COSC（スイスクロノメーター検定協会）クロノメーター証明書によって非常に高い精度が証明されており、クラシックなデザイン装備とスポーツカーエンジニアリングによる素材と性能を組み合わせているため、ポルシェの感覚を着用者の手首に伝えます。
[bookmark: _Toc67413158]開発
[bookmark: _Toc67413159]車と同じくらい多面的：テストプログラム
通常の包括的なポルシェテストプログラムは、ナルド（イタリア）、ニュルブルクリンク・ノルドシュライフェ、ホッケンハイム（両方ともドイツ）などのサーキットと、世界中の性能試験場で行われています。クロスツーリスモは、南フランスとピレネーのオフロードでもテストされ、スウェーデン、フィンランド、ノルウェーのテストプログラムでは、氷と雪を体験しました。ヴァイザッハ開発センターの性能試験場は、サファリトラックによって「アフリカ外」でのオフロードチャレンジを提供しました。正確に998,361kmの距離におよぶ試運転によって、クロスツーリスモのプロトタイプは、赤道をほぼ25周したことになります。
ポルシェがこのモデルのために専用に設計した新しいリアバイクキャリアも、ラフロードとドライビングダイナミクステストを含む厳格なテストプログラムを受けています。このキャリアは、安定性だけでなく、使いやすさと人間工学に基づいた設計の面でも新しい基準を設定します。非常にワイドで間隔の広いレールで複数の（電動）バイクを輸送することができます。
「クロスツーリスモを開発にあたって、もちろん私達はタイカンのスポーツサルーンでの経験に基づくことができました。スポーツ性の要件とオフロード性能を組み合わせることが最大の課題でした」と、モデルライン担当副社長のステファン・ウェックバッハは力説します。「クロスツーリスモは、サーキットで高性能でありながら、岩石、泥、砂利などに対処でなければなりません。」ヴァイザッハ開発センターの耐久試験場で後者の条件がシミュレートされました。ウェックバッハ：「結果は印象的でした。つまりクロスツーリスモは、徹底したオフロード車ではなく、未舗装の悪路を専門としています。21インチホイールを装着したスイスのアーミーナイフのような自動車だと考えています。」
ポルシェでは、電気自動車もエンジン搭載スポーツカーと同じ厳格なテストプログラムを受ける必要があります。ここには、優れた性能の発揮に加えて、あらゆる気候条件での無制限の日常の使いやすさの証明が含まれます。電気自動車のテストには、バッテリーの充電や、極端な条件下でのパワートレインと車内の温度制御など、特に要求の厳しいタスクが追加されます。その他のポルシェ特有の開発目標には、サーキットの性能、連続した複数回の加速走行の能力、および日常の使用に適した航続距離が含まれます。
研究所やテスト装置での広範なテストや、空力設計の開発と検証も行われます。クロスツーリスモは約325時間の風洞内の嵐に耐えました。特にリアエリアは細部まで最適化されています。タイカンスポーツサルーンも、開発プロセス中に風洞で1,500時間が費やされました。
パッケージングと車内スペースの条件も、細部に至るまで最適化されています。モックアップ、インテリアの忠実な物理的表現、およびパッケージング機能モデルのみで、650の設計、電子機器と調整の時間、およびワークショップの1,500時間を完了しています。

[bookmark: _Toc67413160]ファンクションオンデマンド（FoD）
[bookmark: _Toc67413161]車両購入後の柔軟なアップグレード
タイカンクロスツーリスモのドライバーは、FoD（ファンクションオンデマンド）を使用して、必要に応じてさまざまな便利な機能やアシスト機能を購入することができます。納車後の各アップグレードの指定や、スポーツカーの元のコンフィギュレーションに関係なく利用可能なことが、このアプローチの特徴です。オンラインアクティベーションによって、ワークショップを訪れる必要はありません。ポルシェインテリジェントレンジマネージャー（PIRM）、パワーステアリングプラス、アクティブレーンキーピング、およびポルシェイノドライブ（ACC装備時）でFoDを利用することができます。
[bookmark: _Hlk45033636]お客様は、タイカンクロスツーリスモのそれぞれの機能を購入するか、月単位でサブスクリプションするかを選択することができます。毎月のサブスクリプションを選択した場合、お客様には3ヵ月間のお試し期間があります。登録後、Porsche Connectストアで目的の機能を選択して接続すると、ポルシェバックエンドは携帯電話ネットワークを介してデータパッケージをタイカンクロスツーリスモに送信します。ドライバーは、ポルシェコミュニケーションマネジメントシステム（PCM）からこのデータパッケージの通知を受けます。アクティベーションには数分を要します。アクティベーションが正常に完了すると、センターディスプレイにメッセージが表示されます。
アクティブレーンキープアシストは、渋滞時でも連続的なステアリング介入によって車を車線の中央に保ちます。ポルシェイノドライブは、制限速度、コーナー、ラウンドアバウト、回避や停車が必要な状況などの前方の条件に合わせて、車速をスポーツカー特有の方法で個別に適合させます。
アクティブなルートガイダンスのポルシェインテリジェントレンジマネージャー（PIRM）は、バックグラウンドで作動し、全てのシステムパラメーターを最適化して最高レベルの快適性と最短の移動時間を実現します。
パワーステアリングプラスは、車両の速度に基づいて作動します。高速走行時にはダイレクトかつ精確に反応し、低速走行時にはさらに強力なステアリングサポートを提供します。このFoDは、月単位のサブスクリプションのご利用はできません。
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